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【開催日】 令和６年９月６日（金） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午前９時～午後４時 

【出席委員】 

分 科 会 長 伊 場  勇 副 分 科 会 長 森 山 喜 久 

委 員 大 井 淳 一 朗 委 員 岡 山  明 

委 員 笹 木 慶 之 委 員 白 井 健 一 郎 

委 員 松 尾 数 則   
 

【欠席委員】なし 

【委員外出席議員等】 

議 長 髙 松 秀 樹   
 

【執行部出席者】 

副 市 長 古 川 博 三   

総 務 部 長 辻 村 征 宏 総務部次長兼人事課長 古 屋 憲 太 郎 

総 務 課 長 河 田 圭 司 総務課主幹兼危機管理室長 奥 田 孝 則 

総務課総務法制係主任主事  樋 口  栞 総務課統計係長 森 山 ま ゆ み 

人事課課長補佐 福 田 智 之   

人事課給与係長 長 村 知 明 人事課人事係長 藤 井 貴 大 

税 務 課 長 大 井 康 司 税 務課課 長補 佐 桑 原 睦 

税務課収納係長 永 谷 真 史 税務課市民税係長 山 根 和 之 

税務課市民税係主任  志  賀  博  幸 税務課固定資産税係長 光 永 正 志 

消 防 課 長 吹金原  信  夫 消防課課長補佐 乾  博 

消防課主査兼消防庶務係長  縄 田 良 弘 消防課消防団係長 青  木  宏  薫 

消防課消防団係主任 山 本 雄 大   

企 画 部 長 和 西 禎 行   

企 画 課 長 工 藤  歩 企 画 課 主 幹 大  坪  政  通 

企 画 課 参 事 大  谷  剛  士 企画課主査兼行政経営係長  福 田 淑 子 
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企画課政策調整係長 木 藤 拓 也   

財 政 課 長 別  府  隆  行 財政課課長補佐 林    善  行 

財政課財政係長 江 本 洋 治 財政課調整係長 原 川 寛 子 

財政課管財係長 磯 山  聡   

デジタル推進課長 村 上 信 一 デジタル推進課参事 山  根  正  幸 

デジタル推進課課長補佐兼情報管理係長 佐 藤 善 寛 デジタル推進課課長補佐 佐 貫 政 彰 

デジタル推進課デジタル政策係長 山 下 弘   

協 創 部 長 篠 原 正 裕 協創部次長兼市民活動推進課長 河 上 雄 治 

文化スポーツ推進課長 原 田 貴 順   

文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 三 浦 裕 文化スポーツ推進課文化振興係長 別 府 奈 緒 美 

文化会館主任主事 税 所 大 輔   

監 理 室 長 泉 本 憲 之 監 理 室 副 室 長 藤 岡 富 士 雄 

監理室契約係長 野 田 記 代 監理室検査係長 川 口 圭 司 

山陽総合事務所長 和 氣 康 隆 地域活性化室長 麻 野 秀 明 

地域活性化室主任 河 田 佳 代 子   

市 民 窓 口 課 長 亀 﨑 芳 江 市民窓口課課長補佐 松 永 真 由 美 

市民窓口課市民サービス係長  水 上  亮   

会計管理者兼出納室長 長 井 由 美 子 出納室副室長兼審査係長事務取扱い 伊 與 木 登 

出納室室長補佐 三  藤  恵  子   

選挙管理委員会事務局長 舩 林 康 則 選挙管理委員会事務局次長 渡 邉 俊 浩 

監査委員事務局長 梶 間 純 子   
 

【事務局出席者】 

事 務 局 長 石 田  隆 議 事 係 長 岡 田 靖 仁 
 

【審査内容】 

１ 議案第５１号 令和５年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定につい

て 

２ 議案第６１号 令和６年度山陽小野田市一般会計補正予算（第３回）につ

いて 
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午前９時 開会 

 

伊場勇分科会長 皆様、おはようございます。ただいまから、一般会計予算決

算常任委員会総務文教分科会を開会いたします。昨日に引き続き、議案

第５１号令和５年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定について審

査を行います。本日は、審査番号⑪からです。消防課、地域活性化室、

パスポートセンター、市民窓口課分から入ります。決算書の３２２ペー

ジから３２７ページまでの全てについて、委員からの質疑を求めます。 

 

森山喜久副分科会長 消防団員の定数と現数を教えてください。 

 

吹金原消防課長 消防団員数は、令和６年４月１日現在で３７１名、８月３１

日末現在で３７０名でございます。 

 

伊場勇分科会長 定数はどうですか。 

 

吹金原消防課長 定数は４８５名でございます。 

 

森山喜久副分科会長 ３２３ページ、１０節需用費の消耗品費にも関わってく

ると思うのですけれど、団員の方々の活動服、防護服の状況はどうです

か。この消耗品費でそろえられているのかどうか、教えてください。 

 

青木消防課消防団係長 需用費で、活動服、制服、ベルト、手袋などの装備品

等をそろえております。活動服は、新しいタイプのものを令和２年度か

ら令和５年度まで８０着ずつ購入しております。令和６年度に４０着購

入し、全員に行き渡るという形になっております。 

 

森山喜久副分科会長 令和６年度の４０着で現在の団員数分が充足すると理解

してよろしいですか。 
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青木消防課消防団係長 お見込みのとおりでございます。 

 

森山喜久副分科会長 こういった活動服には国とか県とかからの補助金などは

あるんですか。 

 

伊場勇分科会長 歳入に係る部分とは思いますけども、説明していただけます

か。 

 

青木消防課消防団係長 活動服等に関しましては、補助金が３分の１出ており

ます。 

 

伊場勇分科会長 決算書の歳入のどこに当たりますか。 

 

青木消防課消防団係長 ８９ページ、一番下を御覧ください。消防団設備整備

費補助金６０万７，０００円は、活動服８０着分の１８２万１，６００

円に対しまして３分の１の補助金が出ているという形になっております。 

 

森山喜久副分科会長 令和２年から新しいタイプに切り替わったということで

すが、既存のものと新しいタイプでは性能的に全然違うんですか。 

 

山本消防課消防団係主任 以前のものに比べまして、背中に大きく反射材を使

って「山陽小野田市消防団」という文字があるなど、周りから見ても分

かりやすくなっています。 

 

伊場勇分科会長 分かりました。（発言する者あり）始めに一言言わなければ

いけませんでした。笹木委員が所用により遅参されるということでござ

います。報告が遅れました。審査を再開いたします。 

 

森山喜久副分科会長 先日、消防操法大会が小野田消防署でありました。その
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中で消防団の方々が、着る服によって重さ、通気性、耐火性が違うと言

われていました。新しい服は通気性とか重さとかも違うと思うので、そ

の辺も含めて教えてください。 

 

青木消防課消防団係長 活動服とは、ふだん着ている紺色の服です。こちらに

関しては通気性等が若干違うかもしれないですけど、そこまで変わりは

ないかと思います。ただ、視認性については大変向上していると思いま

す。消防操法大会を見られたということですけれども、大会に出ておら

れた方が着ていた服は防火衣です。こちらのことかなと思いましたので

補足させていただきます。今着ている銀色のタイプは防火服、防火衣と

言いまして、令和２年度までに消防団に２００着そろえているんですが、

結構前からそろえていまして、古いタイプになります。そちらは統一性

もありませんし、難燃性も低いものになりますので、今後防火服につい

ては新しいものを導入できるように現在検討しているところでございま

す。 

 

森山喜久副分科会長 私が混同していましたね。先ほどまで説明していただい

ていたのは活動服で、防火衣の更新は未着手という理解でよろしいです

か。 

 

青木消防課消防団係長 お見込みのとおりでございます。 

 

森山喜久副分科会長 私が大会で見た防火衣の更新については、先ほど答弁が

ありました国からの３分の１の補助金などを使われて、速やかに団員の

皆さんの手元に行き渡るようにすべきと思いますが、今後のお考えはど

うでしょうか。 

 

青木消防課消防団係長 現在、来年度以降に７０着ずつ導入し、３年計画で消

防団に行き渡るように検討しております。現在検討しているものにつき

ましては、先ほど申しました銀色のタイプよりも、生地の難燃性が高く、
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また、一番大きなところでは、今の防火衣には透湿性能が全然ないんで

す。やはり昨今の暑い状況の中で活動する消防団員のことを考えますと、

きちんといいものを導入して、団員の身体・生命も守っていきたいと考

えております。 

 

森山喜久副分科会長 ぜひ整えてほしいです。今、７０着ずつと言われました。

やはり一度にそろえるのは予算的な部分で制限があるんですか。 

 

山本消防課消防団係主任 特に制限ということはないのですが、先ほど話があ

りました補助金が必ず受かるものではないため、予算取りして、もちろ

ん落ちた場合でも購入するという形ですが、年度を分けてやらないとい

けないということです。今年も活動服を申請したんですが落ちておりま

すので、絶対に受かるわけではないというところが難しいところでござ

います。 

 

森山喜久副分科会長 予算の枠取りを含めて努力をよろしくお願いします。 

 

岡山明委員 消防署埴生出張所整備事業について、出張所の建設基金の状況を

教えてください。令和５年度から出資して、そのお金を使っていると思

うんです。その積立ての状況を教えてください。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 埴生出張所建設に係る基金は、令和３年度と

令和４年度に石油備蓄立地対策補助金を積み立てております。令和５年

度につきましては、その中から８，０００万円ほど基金から一般会計に

繰り入れて、工事請負費に充当しております。残り９，６９９万円ほど

ありますので、令和６年度に繰り入れる予定としております。 

 

岡山明委員 この基金はもう使っているという状況と。今回はどこに使ってい

るのですか。 
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縄田消防課主査兼消防庶務係長 令和５年度の石油備蓄補助金額は１億円弱あ

ります。令和５年度につきましては、宇部・山陽小野田消防組合で高規

格救急自動車、つまり救急車ですが、これと泡原液搬送車を購入してお

りまして、それに充てております。残りは土木課が山陽小野田市の道路

整備に充てております。 

 

岡山明委員 消防署関係の積立てはどうなっていますか。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 令和３年度、４年度は山陽消防署の埴生出張

所建設基金に積み立てましたが、必ず庁舎の建設基金に充てなければい

けないわけではなく、消防車の購入とか市道の補修とか防災関係とかに

も充当することができます。令和３年度と令和４年度については、埴生

出張所の基金に積み立てたということになります。 

 

岡山明委員 今回、擁壁や盛土もされたと思うんです。造成した土地は、今ま

であった出張所よりは１メートルぐらい低い土地になっているんです。

今回建設するということで、１メートル近い盛土がされたという状況で、

今回新しく形成される土地は今の敷地より高い位置に設定されているか

どうかを確認したいんですけど。 

 

伊場勇分科会長 盛土はされていますよね。 

 

乾消防課課長補佐 現埴生出張所の土地より５０センチメートルほど高く設定

しております。 

 

岡山明委員 新たに盛土を５０センチメートルして、今の敷地より５０センチ

メートル高い位置に新しい庁舎を建てられるということで、それはいい

っていうことですね。ちなみにあそこで海抜どのぐらいですか。浸水の

問題がちょっとあると思うんですけど。 
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伊場勇分科会長 海抜何メートルですか。 

 

乾消防課課長補佐 埴生出張所の前の道路は、海抜約４．５メートルだったと

思います。 

 

森山喜久副分科会長 ３２７ページ、埴生出張所整備事業の関係になると思う

んですが、委託料に繰越明許費があると思います。こちら説明をお願い

していいでしょうか。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 この繰越明許費は、実施設計の委託料になり

ます。これは令和４年１２月議会のときにお話しさせていただいたんで

すけれども、建設に当たって令和４年度に実施した地質調査の結果から

地盤が軟弱であったということが判明しました。その土地造成工事等に

当たって、基礎工法の検討とか設計とかをもう一度やったということで、

その結果を実施設計に反映させる必要があったということから、業務期

間を当初３月上旬で完了する予定だったんですけれども、４月末まで延

長したことによる繰越しとなります。 

 

岡山明委員 庁舎の設計スケジュールは大体載っていたかどうか、実際今後の

スケジュール的にはどうなっているか、その辺の話をお伺いしたいんで

すけど。 

 

伊場勇分科会長 埴生出張所の令和５年度の進捗と、現在に至るまでのスケジ

ュールは案についてお願いします。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 今、建屋の建築工事をやっております。くい

工事と基礎工事が終わりまして、現在は壁や屋根の配筋型枠を施工して

おります。本日、コンクリート打設する予定です。電気設備工事につい

ては配管、配線工事を施工しておりまして、工期は令和７年３月末に完

了予定となっております。当初の予定どおりに進んでおるところでござ
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います。 

 

伊場勇分科会長 令和５年度はどうだったんですか。少し遅れたところがあれ

ば、それも報告していただきたい。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 令和５年度につきましては、実施設計を１か

月ほど後ろに延ばしましたけれども、土地の造成工事などは予定どおり

に完了しております。 

 

伊場勇分科会長 ３２７ページ、１２節委託料の不用額についてです。予算の

半分近くが不用となっています。もちろん設計委託料は繰越しになって

いるんですが、そのほかについても不用額が大きいと思うんです。その

主な要因を教えてください。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 主な要因は、先ほど御説明しました実施設計

の委託料が２，０００万円近くあり、ほぼこの実施設計に係るものとな

っております。また、消火栓の新設委託料に１９万８，０２０円の不用

額が生じております。これは入札減です。 

 

岡山明委員 さっきのスケジュールの分で、移転とかあと解体とかもあります

ので、その移転する時期というのは、令和６年度末かどうか、大体いつ

頃に署員が移転できるか。 

 

伊場勇分科会長 最後になりますが、解体の計画のこともお願いします。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 庁舎の建築工事は令和７年３月末に完了しま

す。そののちに新庁舎周辺の舗装とかフェンスの設置工事とかの外構工

事を行いまして、令和７年１０月から新庁舎での業務開始の予定という

形を取っております。それと同じくして旧庁舎の解体もやっていきます。

また、同じ時期に消防組合が消防指令センターの更新工事という大規模
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な通信指令システムの工事を発注しております。これが宇部・小野田管

内全ての指令システムの更新になり、この更新時期と埴生出張所の新庁

舎での運用開始を合わせるようにしております。そちらの進捗状況を見

て前後する可能性はあるんですけれども、令和７年１０月から業務開始

予定としております。 

 

森山喜久副分科会長 歳入のほうを聞きたいんですけど、７６、７７ページの

消防使用料、行政財産使用料は消防課の所管ですね。説明をお願いしま

す。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 高泊分団機庫の敷地内にＮＴＴの電話柱が建

っております。それから、杣尻の防火水槽用地にも電柱が建っておりま

す。それから、西の浜の防火水槽用地に倉庫が建っておりまして、これ

らの使用料という形になります。 

 

森山喜久副分科会長 合計３か所でよろしいですか。 

 

縄田消防課主査兼消防庶務係長 そのとおりでございます。 

 

伊場勇分科会長 消防費について、歳入も含めて質疑はよろしいですか。（「な

し」と呼ぶ者あり）暫時休憩します。 

 

午前９時２４分 休憩 

 

午前９時３０分 再開 

 

伊場勇分科会長 それでは、休憩を解きまして分科会を再開いたします。続い

て、地域活性化室の担当するところです。決算書１５４ページから１５

９ページです。一部生活安全課分がありますので、それは気をつけてく

ださい。間違っていたら指摘しますので、遠慮なく質疑してください。 
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大井淳一朗委員 それでは、地域おこし協力隊のことです。昨日シティセール

ス課に聞いたら、雇用型については地域活性化室に聞いていただきたい

ということでしたので、ここで質疑いたします。地域活性化室担当の雇

用型の地域おこし協力隊について、このたびも実績報告書も４ページに

書いてあるわけですが、令和５年度の事業評価というか、効果について

どのように分析されているか、お答えください。 

 

麻野地域活性化室長 御指摘のありました雇用型の地域おこし協力隊の隊員に

つきましては、厚狭の川上地域の地域おこし協力隊となっております。

評価をする前に、まず令和５年度どういう活動をしたかを申し上げて、

それに対しての評価を説明させていただきます。川上地区の地域おこし

協力隊は、令和５年６月１日付で着任いたしました。川上地域内に居住

しながら、募集要項において設定した農業就農、特産品開発、情報発信

の三つのミッションに加えまして、川上地域の総合的な支援に取り組む

共通ミッションに積極的に取り組んでおられます。令和６年度はまだ引

き続き活動されておられますので、現在進行形で説明させていただきま

す。具体的に申しますと、地域の草刈りをはじめ、小麦の収穫の手伝い

等の農業従事、地域の農産物や加工品を販売するゆめ市場川上の運営支

援、インスタグラムやＦＭ山陽小野田を活用した地域の情報発信等も積

極的に行っておられます。ほかには地域の夏祭りやゆめ市場川上のイベ

ント、桜ライトアップ等の実行委員として地域の方と一緒に企画運営を

行ったり、地域の高齢者サロンへの参加や地域のコミュニティー新聞を

作成したり、高齢者向けのスマホ、パソコン個人レッスンも行われてお

ります。また、隊員の縁故をきっかけにして東京の高校生と連携して、

川上地域ロゴマークの作成も実現しました。令和６年度に入っても、地

域の加工品である餅のブラッシュアップや野菜の栽培にも取り組んでお

られます。このような活動をされる中での地域活性化の評価といたしま

して、本隊員は着任して２年度目に入っており、ちょうど中間点になっ

ておりますが、今御紹介した活動など常に熱意をもって地域おこし協力
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隊業務を行っていること、積極的に地域の方と対面で関わり、地域に溶

け込んで、地域の方から信頼を得ておられることから、地域おこし協力

隊の効果を十分に発揮していると評価しております。 

 

大井淳一朗委員 先ほど説明がありましたように、大変精力的に活動されてい

ることは理解できました。また、ロゴマークにつきましては、地域の新

聞にも載っていたのを承知しております。今２年目なんですが、別に１

人でなければならないとは思わないんです。地域活性化室において、今

後このような雇用型の隊員を増やすなどのお考えはありますか。あるい

は、中山間地区、旧山陽町全体で取り組まれるということも聞いており

ます。そのほかのエリアにも広げていく考えがあるのかについて、この

決算を受けてどのように考えているかについて、お答えください。 

 

麻野地域活性化室長 他の地域に地域おこし協力隊を広げられないかという御

質問でありますが、一言で言いますと、それは十分可能であると考えて

おります。川上地域においては、従来、地域おこし協力隊が入る前から

４自治会が連携されまして自治連合会を組織されて、地域おこし、地域

活性化の取組を積極的にされておられました。受入れ団体として十分な

活動をされておられましたことから、地域おこし協力隊もスムーズに入

っていけたのかと思っております。そういう取組がほかの地域でもあれ

ば、地域おこし協力隊が入っていくことは十分に可能であると考えてお

ります。 

 

松尾数則委員 今、大井委員が言われたように、例えば、中山間地域全体に伸

ばしていく、広げていくことは重要に感じました。予算の問題も当然あ

るんでしょうけれど、今後、ぜひともそういう方向に持っていかないと、

地域おこし協力隊の役目が十分生かせないんじゃないかなと思っていま

す。よろしくお願いします。 

 

伊場勇分科会長 今、地域おこし協力隊の募集事業は、シティセールス課がさ
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れていますね。担当する部署の課題はたくさんあると思いますけど、い

ろいろなところで活躍できる場があるはずです。そこが今、なかなか進

んでないという状況というのは分かっています。この中山間地域づくり

推進事業は、地域おこし協力隊以外のものはあるんですか。教えてくだ

さい。 

 

麻野地域活性化室長 １０目、地域振興費の中山間に関してということでよろ

しいですか。（うなずく者あり）地域おこし協力隊の予算とは別に経常

的経費がございまして、県の負担金等がございます。１５７ページの一

番下の「山口元気！むらまち交流推進協議会負担金」などの経常的な経

費も含まれておりますし、新たに地域で何か活動をして中山間の計画を

作るという地域がありましたら、それに支援するための消耗品費もこの

予算の中に入っております。 

 

伊場勇分科会長 地域おこし協力隊等のいろいろな活動がありますが、それ以

外に令和５年度の実績が何かありますか。 

 

麻野地域活性化室長 先ほど申しました経常的経費以外につきましては、実績

はございませんでした。 

 

伊場勇分科会長 そのほかはよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）そし

たら次、厚狭地区複合施設費ですね。３０目ですね。１８２ページから

１８５ページです。質疑のある方、挙手にてお願いします。よろしいで

しょうか。 

 

大井淳一朗委員 まだ建ってそこまで、比較してそうでもないと思うんですが、

修繕箇所とかそういったものは、どんな感じのものが出ているんでしょ

うか。 

 

麻野地域活性化室長 修繕料につきましては、決算額で６３万３，８３９円ほ
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ど計上支出をいたしました。中身としましては、細かい修理が何点かあ

りまして、そういうものの積み重ねになりますが、その中の主なものと

しましては、壊れたエアコンの修繕とか、あと玄関前のタイルのひび割

れの修繕とか、細かいドアの修繕とか、トイレの鍵受けの修繕とか、そ

ういうものの積み重ねで約６３万円の支出となっております。 

 

森山喜久副分科会長 １８５ページ、１７節備品購入費について、１０節から

流用されて庁用器具と機械器具を購入されているように見受けられるん

ですが、どういったものを購入されたのか、教えてもらえますか。 

 

麻野地域活性化室長 庁用器具費につきましては、保健センター１階フロアの

ＬＥＤ照明を取り替えたことによります。これにつきましては、当初予

算を修繕料で組んでおりましたので、こちらに流用して支出したという

ことで、決算はこちらに上がっています。機械器具費につきましては、

防災無線の無停電電源装置が故障しましたので、これを更新したことに

よる支出となっております。 

 

松尾数則委員 厚狭地区複合施設の通路に段差が設けてあります。恐らく交通

の際に注意を促すためのものだろうと思うんですが、そういう目的でつ

けられているんですか。また、それによって怪我をすることはないです

か。 

 

麻野地域活性化室長 御指摘の傾斜とは、西側駐車場に３か所ある段差のこと

だろうと思います。あれにつきましては、中を通り抜ける車のスピード

を落としていただくためにつけたと伺っております。それにつまずいて、

転んでけがをしたという情報等は入ってはおりません。 

 

白井健一郎委員 決算審査になじむか疑問ですが、厚狭地区複合施設の体育館、

アリーナにエアコンをつけてほしいという要望が非常に多いんです。こ

れは決算審査から外れますか。 
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伊場勇分科会長 令和５年度にそういった要望がありましたか。 

 

麻野地域活性化室長 アリーナの空調につきましては、たしか昨年度にアリー

ナが暑いという申出は数件あったと思います。夏場にスポーツなどの活

動をされる方だろうと思うんですけれども、そういう申出はあったと記

憶しております。アリーナの活動については、コミュニティー施設とい

うこともありまして、地域交流センターが扇風機を買って対応されたと

伺っております。 

 

伊場勇分科会長 次に行きます。次は１９０ページから１９５ページまで、旅

券発給事務費です。 

 

大井淳一朗委員 パスポートについて、新型コロナウイルスが第５類に移行し

たこともあるんですが、ここ３年ぐらいの伸びについてお答えください。 

 

麻野地域活性化室長 パスポートの申請件数につきまして、コロナ禍の頃と比

べてということでございます。コロナ禍の令和２年度、３年度につきま

しては、申請件数は年間１００件から１２０件ぐらいです。令和５年度

は９５９件ということで、コロナ禍が終息しまして格段に件数が伸びて

おります。参考として申しますと、コロナ禍前の多いときが１，１００

件ぐらいでございましたので、だんだん元の状態に戻ってきておると。

今年６年度は去年よりもさらに伸びておりますので、コロナ禍前の水準

になるだろうと推測しております。 

 

森山喜久副分科会長 実績報告書の１２ページで、旅券発給事務は９５９件の

申請があったと。その一方で、交付件数は９３６件となっています。こ

の差について説明してください。 

 

河田地域活性化室主任 パスポート受取りの猶予が６か月ありますので、年度
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をまたいでしまうと件数がイコールにならない事態が起きます。 

 

伊場勇分科会長 ６か月の受渡し期間が年度をまたぐと、この数に反映されな

いということですね。取りに来られない方も１人ぐらいはいらっしゃる

んですか。 

 

河田地域活性化室主任 令和５年度の未交付、つまり取りに来られなかった方

の件数は３件です。 

 

伊場勇分科会長 ３件もあるんですね。そのほか、旅券発給事務についてあり

ませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは、審査番号⑪については

以上とします。次は審査番号③、文化スポーツ推進課分です。審査事業

から始めたいと思います。それでは暫時休憩します。 

 

午前１０時 休憩 

 

午前１０時５分 再開 

 

伊場勇分科会長 それでは休憩を解きまして、総務文教分科会を再開いたしま

す。審査番号③です。こちらには審査事業がございます。審査事業７番

のサッカー交流公園運営業務について、説明をお願いいたします。 

 

原田文化スポーツ推進課長 それでは、審査事業７番、サッカー交流公園運営

事業について御説明します。資料の２２ページをお開きください。本事

業は、令和５年４月から市立サッカー交流公園の管理運営業務に新たに

指定管理者制度を導入し、スポーツ活動を通じた交流を生み、交流した

人の笑顔が市内外に広がっていくような発信拠点としての運営を目指す

ことで、スポーツによるまちづくりの推進を図ることとしております。

令和５年度の歳出に係る決算額ですが、指定管理者委託料が６，５５８

万９，０００円。修繕料が９８万２，０００円。建物共済に係る保険料
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が３万５，０００円の総額６，６６０万６，０００円となります。対し

て、歳入に係る決算額は、まちづくり魅力基金から３，０００万円を充

当し、行政財産使用料が１０万５，０００円。残りの３，６５０万１，

０００円を一般財源から充当しております。次に、二つの成果指標につ

きましては、令和５年度の年間利用件数が１，８７９件、年間利用者数

が９万６，２８３人となっております。指定管理者のレノファ・アクテ

ィオ共同体が運営業務を行うようになり、従前に比べ、天然芝グラウン

ドの状態が１年を通じ良好であったこと、サッカーのみならず様々なイ

ベントを企画開催されたこと、新たに専用ホームページやインスタグラ

ムを開設されたことで、コロナ禍により落ち込んでいた利用者数は従前

を上回る数値に達することができました。それでは、２３ページを御覧

ください。令和５年度以降の市立サッカー交流公園の運営についてまと

めたものです。令和５年４月から令和１０年３月までの５年間、レノフ

ァ・アクティオ共同体に、単年度当たり税抜５，９６２万６，０００円

を限度額とし、指定管理業務を委託する見込みです。業務の内容は、施

設の維持管理及び保守業務、施設の利用業務、危機管理に関する業務、

提案業務、自主企画運営業務の五つです。２４ページを御覧ください。

市立サッカー交流公園の変遷について記載しております。また、直近６

年間の利用件数及び利用者数の推移を中段に記載しております。次に、

令和５年度に指定管理者が実施した主な提案業務及び自主企画運営業務

について記載しております。年に一度の大規模イベントでありますオー

タムフェスをはじめ、初心者のためのサッカー観戦講座や、レノファ山

口ＦＣ活動報告のほか、公園美化活動やたこ揚げ、ヨガ教室など多彩な

イベントが開催され、スポーツ活動に伴う交流によりにぎわいの創出が

実現したところです。各種イベントの様子は、２５ページに写真を掲載

しておりますので御覧ください。では、恐れ入りますが２２ページにお

戻りください。令和７年度に向けた課題及び改善策ですが、まちの価値

をつくる上で、サッカー交流公園はレノファ山口ＦＣトップチームの練

習拠点として唯一無二の施設で、スポーツによるまちづくりの推進を図

る拠点として市民の方に広く認知していただくとともに、さらなる利用
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者拡大に向けた事業を展開していくため、指定管理者と連絡を密にとり

ながら提案業務や自主企画運営業務を充実させる必要があると考えてお

ります。なお目標達成度については、先ほど申し上げた成果指標の結果

を鑑み「Ｂ」とし、令和７年度に向けた方向性については、成果を「拡

充」しつつコストは「現状維持」としております。以上で説明を終わり

ます。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

伊場勇分科会長 説明が終わりましたので、サッカー交流公園運営業務につい

て、質疑のある方は挙手をお願いします。 

 

大井淳一朗委員 これについては指定管理をレノファ・アクティオ共同体にや

っていただいたことで、先ほど課長から具体的な答弁はあったんですけ

れども、前の直営の頃と違ってここが大きく変わったというところがも

しあれば、先ほどの答弁と重複するかもしれませんが、お示しいただけ

ればと思います。 

 

原田文化スポーツ推進課長 大きく４点あると担当課では思っております。ま

ず１点目は、民間に委託したことにより、今まで直営でやっておった頃

は平日の８時半から５時１５分までの業務形態でございましたので、受

付期間が平日しかできなかったことが挙げられます。それが現在は昼夜

を問わず、土日も問わず、正規職員の方に張りついていただいておりま

すので、利用者の受付や料金の受付がいつでもできる状態になったこと

によって、利用者の利便性が向上したことが挙げられます。続きまして、

天然芝のグラウンドないしは人工芝のグラウンドを東洋グリーンという

会社が再委託を受けられて対応されておりますけれども、こちらの方が

常駐で１人おられますので、グラウンドの状態に目配りが行くようにな

ったということを聞いております。先ほどございましたけれども、グラ

ウンドがいい状態になっていると聞いているところでございます。また、

先ほどの兼ね合いにはなりますけれども、職員が張りついておられると

いうことで、土日のイベント開催が充実してきたと感じておるところで
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ございます。加えて、天然芝が良好な状態に維持されておることで、以

前はなかなか天然芝を開放することができなかったんですけれども、常

駐していただいているおかげで、場合によっては従前に比べ、１．８倍

から２倍に事業が増えております。以上の４点が大きく変わった点と承

知しております。 

 

大井淳一朗委員 指定管理者制度を導入するに当たって、やはり地元の活用も

項目にあって、レノファ・アクティオ共同体がそれもしっかりやってい

くということだったと思うんですけれども、その辺りは遵守できたでし

ょうか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 事務所におられる方は地元雇用をしていただいて

おります。先ほどの受付等をされておられる方もこのあたりの地元雇用

となっております。また、天然芝のグラウンドにつきましては、東洋グ

リーンは市外の事業者でございますけれども、それ以外のところ、施設

内の緑地管理につきましては、地元のシルバー人材センターや地元の事

業者に修繕をお願いするなど、地元での雇用ないしは業務の発注を心が

けておるところです。 

 

大井淳一朗委員 以前からあったことなんですけれども、レノファ山口の選手

の車が公園内にスピードを出した状態で入って来るとか、公園の中にず

っとトラックを置きっ放しにして、利用する他団体とトラブルになった

とかがありました。令和５年度においてはそのようなことは解消された

でしょうか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 以前、それぞれ御指摘を頂いておりました。現在

はレノファ・アクティオ共同体に運営を委託しており、毎月指定管理者

との定例会議を行っております。それらの苦情は今のところはないと把

握しております。 
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岡山明委員 ２４ページに利用者数の変遷の表があるんです。平成３０年度は

数が多いですね。１，８６２件で９万５，０００人と。この後、令和元

年はちょっと減って、令和２年からコロナ禍の関係でがっぽり減ってい

ます。令和５年度の数字を見ているんですけど、平成３０年の人数とほ

とんど同じというのは、どういう状況なのか、確認します。 

 

原田文化スポーツ推進課長 現在はコロナ禍前に戻ったと思っていただければ

と思います。サッカー交流公園につきましては、一番利用者数が多いの

は人工芝の多目的グラウンドでございます。こちらは２面有しておりま

して、平日の夜間と土日の利用は、年始に３日間ほどお休みがあるんで

すけれども、それ以外は３６５日間ほぼ予約が入っている状況です。現

在はコロナ禍前に戻って来たところです。それに加えて、先ほど申し上

げました天然芝のグラウンドの利活用も徐々に進んできておりまして、

活用いただいている幅が広がってきていると感じております。ですので、

今年度に入りまして令和５年度を上回る数値が出ている状況でございま

す。 

 

岡山明委員 多目的グラウンドが３６５日使えるようになったという状況があ

るんです。それが平成３０年の数字の部分で、当初の人数のいきさつっ

ていったらおかしいけど、そういう状況の数字だと思う。やっぱり平成

３０年の人数が実際に今まで数字で出ていますよね。どういう状況でそ

の数が今以上に、３６５日使ってない状況でも使用者が多かったという

辺を一番聞きたいんですけど、分かりますか。平成３０年当時として、

数が今とほとんど横並びの状況になっとると。その辺の状況がどうかと

分かれば、今後の進め方としてもう一歩何か挙げられるんじゃないかと

思うんです。 

 

伊場勇分科会長 平成３０年度の９万５，３７１人から令和５年度は少し増え

ていますね。（発言する者あり）分かりました。まとめると、利便性が

向上したということですね。土日開催の事業が増えたと。ただ、平成３
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０年に比べたら微増していますけど、さらに増える可能性があるんでは

ないかと。今からの取組についてはどういうことが考えられるのかと。

それについてお答えを頂けますか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 今の御指摘につきましては、先ほど申し上げまし

たとおり、平日夜と土曜、日曜日の利用はほとんど満杯状態です。平成

３０年度以前もそれに近い状態であったんですが、それに近づいてきた

と。あと改善するとすれば、平日の朝です。平日午前中と夕方にかけて

の利用者数に空きがございますので、ここの改善です。考えられるとし

たら、サッカーのみならず、例えば朝ヨガ教室などを一部開催していた

だいているんですけれども、そういったことをもっとしていただいて、

利用者数の増に向けて動いていただくとか、あとは日曜日の夜に大会等

を行うとかですね。若干、日曜日の夜は敬遠される傾向があり、空いて

いる日が何日かございますので、こういったところの利用改善に向けて

取り組んでいただいているところです。まだ少し改善の余地はあるとは

思っていますが、うまく利活用いただいていると考えています。 

 

岡山明委員 夜間の使用がもうほとんどタイトという状況になれば、今後課題

としてライトアップの必要性があります。夜間照明を増やせば、まだ使

用可能のグラウンドがあるという状況になれば、施設自体のコートをも

う１面増やすとか夜間照明コートの拡大とか、その辺の考え方はどうさ

れているか、ちょっとお聞きしたいんですけど。 

 

伊場勇分科会長 ハード面の再整備についてです。回答をお願いします。 

 

原田文化スポーツ推進課長 もう利用者がほぼいっぱいの状態でございますの

で、新たに施設を整備すればたしかに利用者の拡大が見込めるかもしれ

ないです。しかし、多額の費用がかかりますので、その辺りは精査する

必要があると感じておるところでございます。 
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大井淳一朗委員 利便性という点からは、従来から言われているオンライン予

約ができるようにすればどうかと思っております。オンラインで、現時

点でどこが空いているのか、埋まっているのかが分かれば、空いている

ところに予約が入ると思うんですが、その辺りの検討状況は今どうなっ

ているんでしょうか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 予約の確認につきまし

ては、申請はメールで受付できますが、大井委員が言われるような、オ

ンラインで現状が分かるシステムの検討まではまだ進んでおりません。

利用状況の確認につきましては、指定管理者が作成しているホームペー

ジで、多目的広場やセミナールームの空き状況は確認できるようになっ

ております。 

 

白井健一郎委員 受付がメールでできるようになったのは、令和５年度の指定

管理者制度導入以降でしょうか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 直営のときに行えるよ

うに変更しております。令和５年度に指定管理者制度を導入してからも

引き続き行っております。 

 

白井健一郎委員 夜間利用できるということですが、夜間とは具体的に何時ま

でですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 サッカーパークの利用

時間は、午後１０時までです。 

 

白井健一郎委員 先ほどから利用者数の表が出ていますが、これを見ると令和

５年度に特段上昇したとは読み取れないと思うんですが、どうでしょう

か。 
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三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 利用につきましては、

先ほどありましたように、日常の利用については例年どおりの利用がさ

れています。特段大きなトラブル等がなかったというところなので、誤

差の範囲というところです。また、大会等が入ってきますと、そこにつ

いては１日の利用件数が限られてきますので、その辺りで少し数値が令

和４年度に比べて減っている状況となっております。 

 

白井健一郎委員 ２３ページを見ています。この事業目的は「多くのスポーツ

活動に伴う交流を生み」だから、サッカーに限られないんです。利用を

広げようじゃないかというのがレノファ・アクティオ共同体の考えだっ

たわけですけど、それは実際に行われているでしょうか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 先ほど御説明させていただいたかと思うんですけ

れども、次のページ、２４ページの主な提案業務及び自主企画運営業務

の下段になりますけれども、サッカーのみならず公園美化運動やたこ揚

げ、天然芝でのヨガ教室、チャレンジランキング等々の催しをされてお

りまして、徐々にではありますけれども、今まではサッカーに関連する

方が訪れていたところが、サッカーに興味がない方やサッカーにちょっ

と興味を持ち始めた子供たちの利用が徐々に増えてきていると把握して

います。 

 

白井健一郎委員 今の点ですけれども、私のイメージとしては、例えば、人工

芝のグラウンドを使ってサッカー以外のスポーツの企画をするなどを思

い浮かべていたんです。しかし、２４ページの「主な提案業務及び自主

企画運営業務」を見ますと、大体サッカーに関することなんです。具体

的に言うならば、初心者のサッカー観戦講座が年に３回行われています

けど、これも元レノファの選手で今は山口市の市会議員の方だと思うん

です。その方がヨガ教室もやっているんですよね。違いますか。（発言

する者あり）分かりました。いずれにしても、サッカー以外の広がりと

いう点ではどうでしょうか。私が想像するのは、例えば、周辺の道を使
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ってウオーキングなどです。人工芝グラウンドを使って行うなら何でも

いいんですよ。ラグビーでも何でもいいんです。そういうのを思い浮か

べていたんですけど、そこまでの広がりはないということですか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 周辺の外周路に関しまして、距離表示をしてラン

ニングを促すなどをされておられますし、先ほどおっしゃったように多

目的グラウンドでございますので、アメリカンフットボールであったり、

ラグビーであったり、簡易な野球であったり、グラウンドゴルフであっ

たりの利用は当然ありますので、こちらの促しもしていただいていると

ころでございます。 

 

白井健一郎委員 今、幾つか挙げられましたが、それをレノファ・アクティオ

共同体が何かＰＲして、あるいは企画運営する形でなさっているという

こともあるんでしょうか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 現在、サッカー以外の

スポーツとか交流とかというところのあたりが課題と考えております。

ですので、平日の空いている時間などに、サッカー以外でも使えますよ

というスポーツとか運動教室とかを提案事業としてやって行くところは

課題と考えております。 

 

白井健一郎委員 少し細かい話になりますけど、レノファ山口ＦＣの活動報告

のところで、公開練習が１８回とありますけど、１月期とはいわゆるオ

フシーズンに１８回ということですか。それとも、年間を通じてのこと

ですか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 これは１月期のみでございます。 

 

白井健一郎委員 ならば、シーズンが始まってからも公開練習はしていると思

うんですけれども、その点はどうでしょう。 
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原田文化スポーツ推進課長 こちらは令和５年度ということで上げさせていた

だいたものです。おっしゃるとおり、令和６年度に入りまして、かなり

コロナ禍の影響が緩和されたということで、レノファ山口ＦＣの取組は

かなり広がっておるところでございます。公開練習は月においてもかな

りやっていただいておるところでございます。 

 

白井健一郎委員 公開練習は具体的に月に何回ぐらいですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 基本的にはほぼ毎日の

ような形で挙げられています。試合の前日ですとか選手の状況とかによ

っては公開練習しない、また、チーム事情によりされないということが

ありますが、最近ですと毎日のように行っています。昨日も数名がいら

っしゃいました。土日にも公開練習をされるような回数は増えてきてお

ります。あと、公開練習につきましては、レノファ山口のホームページ、

ＳＮＳでも周知されております。加えて、おのサンサッカーパークのＳ

ＮＳでも「本日公開練習をしております」とアピールされており、交流

人口とか、おのサンサッカーパークに来ていただける人とかの拡大を図

っていらっしゃいます。 

 

白井健一郎委員 レノファ山口の練習場は、山陽小野田市内だけではないです

よね。ですから、もう一つ別の練習場、たしか徳地だったと思うんです

が、ちょっと記憶が定かじゃないんですが、そこと山陽小野田市のこの

場所が半々です。なぜこういう質問をするかというと、本当に現状が分

かっていらっしゃるのかなと。公開練習と非公開練習がありますよね。

試合の直前には非公開練習にするわけですよね。セットプレーの練習と

かいろいろ戦術の確認とかありますので。だから、公開練習っていうの

は、毎週火曜日とか水曜日とか、週に１、２回だと思うんですけど、ど

うでしょうか。 
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三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 レノファ山口のトップ

チームの練習会場としては、おのサンサッカーパークがメインというこ

とで利用されていらっしゃいます。ただ、芝生の状況とか、他の行事が

入っているときとかには、県内のほかの場所、山口市の維新公園等を利

用されたりですとか、きららの天然芝のグラウンドを利用されたりと聞

いております。そこは指定管理者とレノファ山口が調整しながら利用さ

れていらっしゃいます。公開練習につきましては、白井委員がおっしゃ

られましたように、チーム事情によって公開されない日はもちろんござ

います。昨年度まではまだまだコロナ禍とか監督のお考えとかもあって

少なかったんですが、今の体制になりまして公開練習の日は増えてきて

おりますので、週一、二回っていうよりかは、もう逆に週三、四日間に

増えてきていると感じております。 

 

白井健一郎委員 私は、今回のこの事務事業評価について、サッカー交流公園

運営業務は十分ではないのではないと思っています。先ほどからあるよ

うな提案業務や自主企画運営業務は、大体２か月に１回ぐらいという感

じですよね。毎週やってもマンネリ化してお客さんが集まらないという

のはあるかもしれませんが、決して多いとは思えない。また、サッカー

以外の広がりの点でも、そんなに説得力ある話が聞けたとは思っていま

せん。市として、もっとレノファ・アクティオ共同体に働きかける必要

があると思うんですけど、どうでしょうか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 御指摘のとおり、まだまだ不十分なところもある

と思っております。その辺りを令和７年度以降の課題と捉えております

ので、さらに連絡を密に取りながら、サッカーファンのみならず、あち

らの公園を利用していただけるような対応を取っていきたいと思ってお

ります。また全力で取り組んでいきたいと思っております。 

 

岡山明委員 運営についてということで、業務内容の中に危機管理に関する業

務が載っていますね。今回、南海トラフ地震等いろいろ問題がありまし
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たので、災害時の対応ということでどういう形を取られているか、ちょ

っとお聞きしたいんですけど。 

 

原田文化スポーツ推進課長 こちらは、レノファ・アクティオ共同体が中心と

なりまして、危機対応マニュアルということで、平素の苦情対応のマニ

ュアルや、あとは地震等の災害が起きたときや災害の警報が出たときの

対応をまとめたものをつくられておりまして、そちらのマニュアルで運

営されておると記憶しております。 

 

岡山明委員 練習会場に来られる市民も当然ですが、県外からの応援者も来ら

れるという状況ですので、市外の人への対応の部分で、大きな催しや試

合の際に災害が起きたときにはここに逃げなさいとアピールされている

かどうか、その辺をちょっと聞きたいです。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 レノファ山口が練習な

どを公開される際には、天候に応じて非公開にしたり見学を取りやめた

り、観客の安全を考えて運営を行われます。実際、利用の際に落雷とか

大雨とかがあった場合には、運営者として建物内に避難するように案内

させていただいているとお聞きしておりますし、台風が来るなど事前の

災害に備えることが分かっている際には、施設をクローズするというこ

とを、市と協議しながら対応させていただいているところです。 

 

岡山明委員 地震が来たとき、例えば階の高い施設、サンパークは高いですよ

ね。今、海抜から見るともうちょっと上という状況がありますが、災害

に遭った場合、避難する場所としてサンパークの２階、３階に行ってく

れというその辺はサンパーク側と市のことなんです。南海トラフ地震に

対する対応として、避難民の逃げ場としてはサンパークを一つの目安に

という形を今後要望するという状況で進めていただきたいと思います。

もう一ついいですか。 
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伊場勇分科会長 質疑をしてください。 

 

岡山明委員 すみません。ちょっと話は変わるんですが、今の駐車場はそんな

に広くないですね。南側のほうの道があるんですけど、あちらのほうに

結構車をとめていると。私も車をとめた経験があるんです。あちらに車

をとめているのが現状なんですが、その辺の対応をどう思われるかお聞

きしたい。 

 

伊場勇分科会長 令和５年度に駐車場が足らなかった事案がどれほどだったの

か、あれば教えていただきたい。 

 

原田文化スポーツ推進課長 今ございました駐車場問題は、確かに我々も常々

感じておるところでございます。現行、普通車が２５０台とめられる状

態でございます。平日につきましてはほぼ問題なく今の駐車場台数で賄

えるかなと思っておるところでございますが、土日にレノファ山口の公

開練習等ある日や、大きなイベント、インターハイ等が開催されるとき

は、かなりの確率で駐車場が足りてないというところを承知しておると

ころでございます。事前にイベント等で駐車場が足りないということが

分かれば、状況にもよりますけれども、市の運動広場である小野田運動

広場や市サッカー場を開放することとしております。それでもやはり足

りてないときがあると思っているところでございます。ただ、近々にあ

の辺りを改修してということができるような状態ではございません。あ

る程度利用状況が混雑するようなときは、利用者等にあらかじめ乗り合

いで来ていただくとか、なかなか公共交通機関を利用してというのは難

しいんですけれども、大型バス等をチャーターしていただいてバスで来

ていただくような取組をしておるところでございます。 

 

伊場勇分科会長 緩衝緑地があるじゃないですか。実際、たくさんの工場が建

っているわけじゃなくて、太陽光であったりサッカー場であったり、都

市計画課との話合いにもなると思うんですけど、県からサッカー場が移
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管されて、名称も変わって、市としてもより取り組みやすい環境が整っ

ています。駐車場も一つなんですけど、サッカーで盛り上がっている風

景が道から見られないですよ。見える化が必要と思うんです。その辺に

ついては、発信の拠点ですから整備が必要になるんじゃないのかと思う

んですけど、そういった話は令和５年度には特にないですか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 これにつきましては、我々もそう認識しておりま

すので、東沖緑地など周辺に駐車場の増設等ができないかという協議は

しているところでございます。ただ、今のところ具体的にお示しできる

ものがございません。協議しているというところで御理解いただければ

と思います。 

 

森山喜久副分科会長 予約の件です。予約は何日前からできるんですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 大きな行事、大会等に

つきましては、前年度の１２月です。令和６年度につきましては、令和

５年１２月に利用調整会議というのを行いまして、土日の大会について

は、まずサッカー協会とか市の行事とかを入れております。それが埋ま

った後に利用開始月の２か月前の最初の日から予約できます。１か月前

じゃなくて２か月前の月からですね。例えば、１１月の利用の予約は９

月１日からできるようになっております。 

 

森山喜久副分科会長 ９月に入ったら１１月末までの分ができるという理解で

いいですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 そのとおりです。 

 

森山喜久副分科会長 最初に言われた大会の関係です。利用調整会議と言われ

たんですけど、どういった方々が集まって会議をされますか。 

 



 30 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 山陽小野田市、山口県

のサッカー協会の方です。それと、市内のスポーツ団、中体連の代表者、

レノファ山口、市の関係機関が使う場合もあるので市の担当者も出席し

て調整会議を行っております。 

 

森山喜久副分科会長 その調整会議である程度大きな大会は埋まったというと

ころで、それ以外の空きスペースについては、先ほど言われたように２

か月前の月から募集ができると。ただ、その募集の受付はメールも含め

て対応できるけれど、受信順という理解でいいですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 基本的には先着順です

が、利用時間等の調整ができるところにつきましては指定管理者と申込

者とが調整されるとお聞きしております。もう忘れておったんですけど、

調整会議の際に決まってない大会等につきましては、半年前からの予約

ができるというところで行っています。１２月の時点でまだ決まってな

いような大会について、年度が始まりまして予定が決まった際には、２

か月前からの予約ではなくて、それ以前に予約することが可能となって

おります。少し分かりづらくて申し訳ないです。 

 

森山喜久副分科会長 その判断はどこがするんですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 大会の要綱などを確認

しながら指定管理者が行っております。 

 

森山喜久副分科会長 それが公式の大会なのかどうかも含めて、判断はあくま

で指定管理者がやって、市の文化スポーツ推進課は関与してないという

理解でいいですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 そうです。指定管理者

のほうで予約のマニュアル等もございますので、そこを基準にされなが
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ら判断しておられます。調整会議以降、市が一緒になって予約を受け付

けていいかどうかという事務は行っておりません。 

 

伊場勇分科会長 そのほかはいいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは

質疑がないようなので、審査事業７番は終わります。続いて決算書です。

１７２ページから行きます。まず、文化振興費と市民館費の二つです。

１７２ページから１７７ページまでです。 

 

森山喜久副分科会長 １７５ページ、１２節委託料、かるた教室事業委託料の

説明をお願いします。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 かるた教室事業委託料は山陽小野田か

るた協会に講師を委託しておりまして、小中学校のかるた出前教室２１

回、幼児かるた教室８回、一般かるた教室２回、かるた大会１回ほど開

催しております。 

 

森山喜久副分科会長 令和４年度と比べて、開催状況とか参加人数とかの増減

はどうでしょうか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 令和４年度と比べますと、小中学校の

かるた出前教室、一般かるた教室、かるた大会は変わりないです。幼児

かるた教室は、３回から８回に増えております。 

 

伊場勇分科会長 人数もいいですか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 人数は、幼児かるた教室は１９７人で

す。前回が５０人ぐらいですので、増えております。一般かるた教室は、

人数はさほど変わっておりません。かるた大会は、前回１４人から今回

２０人に増えております。 
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伊場勇分科会長 その教室の人数も教えてもらえますか。延べ人数でいいです。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 今年度のかるた教室の人数ですけれど

も、小中学校が６月から翌２月までで２１回開催しており、延べ１，０

１１人、幼・保育園は１９７人です。一般のかるた教室は、２月４日埴

生地域交流センターが７人、２月１７日出合地域交流センターが６人で

す。かるた大会は、２月２３日赤崎地域交流センターが２０人になりま

す。 

 

白井健一郎委員 決算書のどこに当たるかが難しいところですけど、文化会館、

不二輸送機ホールで、例えば、大ホールや小ホールで今週末には何があ

るだろうと、インターネットで調べます。そうすると、非常に見にくい

んです。しかも市の主催しか載せていなかったんじゃあないかと思うん

です。ほかの行事もたくさんあるんですけども、そのことについて以前

も指摘したことあるんですけれども、なかなか改善が図られていないん

ですけど、どうでしょうか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 今は市民館費までというお話だったかと思います。

後ほどのほうがいいかと思います。 

 

伊場勇分科会長 白井委員の質問は、文化会館費でお願いいたします。 

 

岡山明委員 ガラス展のことをお聞きしたいんです。今年の令和５年度の状況

は、報告書には１万９，０００人という数字が出ていますけど、その内

容を報告してください。 

 

伊場勇分科会長 こちらに現代ガラス展の開催事業が含まれていると思います

ので、そちらについて答弁してください。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 令和５年度に現代ガラス展を行いまし
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た。まず、審査会を行いまして、令和５年４月２７日から２８日まで、

不二輸送機ホールにおいて審査会を行いまして、審査結果６１作品のう

ち受賞８作品、冠スポンサー賞１２作品、入選２９作品を選考いたしま

した。展覧会の開催としましては、令和５年７月８日から８月２６日の

５０日間、本展はおのだサンパーク二階大催事場で行い、入場者数３，

７４８人でした。そのあと、特別作品展萩展で開催しました。令和５年

９月１６日から１２月３日の７９日間、山口県立萩美術館浦上記念館の

陶芸館で行い、入場者数１万３，１４１人となりました。その後、特別

作品展東京展は令和６年３月６日から１０日の５日間、上野の森美術館

ギャラリーにおいて開催し、来場者数２，５２７人でございました。 

 

岡山明委員 聞き取れませんでした。最終的にこの１万９，０００人という数

字は、萩の美術館とか上野の森美術館とかのトータルの人数ということ

でいいですか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 おっしゃるとおりでございます。 

 

大井淳一朗委員 １万９，０００人の内訳です。サンパークが多かったのか、

ほかのところが多かったのか知りたいです。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 本展のおのだサンパークの来場者数は、

３，７４８人です。特別作品展萩展は１万３，１４１人で、特別作品展

東京展は２，５２７人になります。 

 

森山喜久副分科会長 １７３ページに戻る形になると思いますが、報償費の関

係です。報償費の報償金とか講師謝礼で、芸術文化アドバイザーを設置

していたんじゃないかと思うんですが、その実績を教えてもらえますか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 芸術文化アドバイザーに係るものは、

報償費の報償金の中になりまして、今年度は１２回、音楽で７回、ガラ
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スで１回、かるたで４回ほどアドバイスを頂いております。 

 

伊場勇分科会長 すみません。もう一度お願いします。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 令和５年度は１２回ほど芸術文化アド

バイザーからアドバイスを受けておりまして、音楽が７回、ガラスが１

回、かるたが４回になります。 

 

森山喜久副分科会長 費用としては幾らですか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 １回１万円となります。 

 

森山喜久副分科会長 予算枠的には３種類１２回だったと記憶しているんです

が、減った分は何か理由があるんでしょうか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 アドバイスを頂いた回数でお支払いし

ています。ガラスに関しては、このたびガラス展でスーパーバイザーと

して別に契約しておりますので、ガラスの回数が少なくなっております。 

 

岡山明委員 ガラス展は３か所でやっていますね。収益も当然ありますね。そ

の収支で１，１００万円という決算額が出ているんですけど、３会場で

金額的には支出がどのぐらい出て、収入がどれくらいあったんですか。

それぞれの会場の金額はないですか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 本展が大体１，８００万円ぐらいで、

萩展が１１０万円ぐらいで、東京展が３６０万円ぐらいです。 

 

伊場勇分科会長 もう少し大きい声でしゃべってください。もう一度初めから

お願いします。 
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別府文化スポーツ推進課文化振興係長 サンパークの本展が約１，８００万円

です。萩展が１１０万円ぐらいになります。東京展が３６０万円ぐらい

です。萩展は山口県立萩美術館に入場料が入るようになっておりますし、

東京展は無料で開催しております。収入に関しては本展のみとなってお

ります。 

 

伊場勇分科会長 おのだサンパークの本展の収入は幾らになるんですか。チケ

ット収入がありますよね。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 チケット収入は２４４万４，９００円

になります。 

 

伊場勇分科会長 ちょっと収入を教えてください。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 入場料が２４４万４，９００円です。

これはチケット代です。図録の売上げが２１万９，６００円、出品登録

料が３１万５，０００円、市の負担金が１，４１０万円、これが令和４

年度と５年度合わせてのものになります。助成金が２５万円、協賛広告

料が２８万円、企業スポンサー料が４１４万円、個人サポーター料が５

２万７，０００円、販売手数料が４２万１，２６８円、利息が５８円で、

合わせまして合計が２，２６９万７，８２６円となります。 

 

大井淳一朗委員 何が原因かは分からないですが、本展よりも萩展のほうが人

数は多いですね。これはどのような要因があるのか。原課としてはどの

ように分析されていらっしゃいますか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 萩展は第７回展と同じぐらいの１４日

ぐらいを予定していたんですが、山口県立萩美術館に会場の使用をお願

いしたところ、そのときにちょうどあちら側の企画展がありまして、萩

展と同じ期間にフィンランドのグラスアート展がありました。そして、
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陶芸館の１階でムーミンの食卓とコンヴィヴィアル展という企画展があ

り、それに合わせて開催されてはどうかというお話を頂きました。期間

も本店の５０日間に比べて７９日間と長い期間になっておりますので、

来客者数が増えております。 

 

森山喜久副分科会長 ガラス文化推進事業の関係なんですけれど、体験教室の

開催について、開催した回数とか人数とかを教えてください。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 令和５年度につきましては、５月１３

日に、レノファホームタウンデーとして維新みらいふスタジアムにおい

て万華鏡体験を行いまして、そちらが２７名でした。４月２２日にマツ

ダＺｏｏｍ－Ｚｏｏｍスタジアム広島において万華鏡制作体験で２４名

でした。７月１２日と８月２３日、ガラス展に合わせまして、おのだサ

ンパークでワークショップ、万華鏡作り、合わせて２１名でした。９月

１６日、９月２４日に萩展におきまして、ワークショップを行いまして、

万華鏡とジェルキャンドルを合わせて２６名でした。それと、１０月１

５日におのだサンパークのスマイルハロウィンで開催しまして、ジェル

キャンドル製作体験１２名となっております。 

 

森山喜久副分科会長 年々参加人数が減っているような気もするんですけど、

どのように捉えていますか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 おのだサンパークでは、スマイルハロ

ウィンを前回は１階のメイン近くでやらせていただいたんですけれども、

このたびは２階だったこともあって、お客さんの数も少なかったという

こともあり、半数ぐらいになっております。また、天候によって左右さ

れることもあります。 

 

森山喜久副分科会長 出張体験という形なんでしょうけど、講師の確保、人員

確保ができなかったのが要因でもあるんですか。 
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別府文化スポーツ推進課文化振興係長 講師を小野田ガラスにお願いするよう

な形になりますので、そちらと調整しています。やはり夏休み期間中な

どはガラス未来館が忙しくなりますので、そういう期間はなかなか難し

いということで、このたびのガラス展でも開催をお願いしたかったんで

すけども、少なくなったというのがあります。 

 

伊場勇分科会長 そのほかはよろしいですか。市民館費までです。（「なし」

と呼ぶ者あり）続いて文化会館費です。白井委員、先ほどの質問をお願

いします。 

 

白井健一郎委員 不二輸送機ホールには大ホールと小ホールがあり、それは結

構利用されていると思うんです。しかし、市のホームページ、あるいは

ネットで週末にでも不二輸送機ホールの催しを見に行きたいと思ったと

きに、ほとんど情報が出てこないんです。この点で何か改善策は考えな

いんでしょうか。 

 

税所文化会館主任主事 小ホールと大ホールのイベントについては、ホームペ

ージに貸し館状況を載せております。９月で言えば、８月１９日時点で

大ホール、小ホールのイベントや研修室、和室、楽屋などの貸し館状況

を載せて周知するように努めております。 

 

原田文化スポーツ推進課長 補足します。先般指摘されたことに関しまして、

内部で協議しまして、若干、利用者状況をまとめたものを改正しており

ます。今、職員から申しましたけれども、主催事業に関しては個別にイ

ベント情報を張り出しております。多分、おっしゃられているのは、市

のホームページから入りますと、階層深く潜っていかないとなかなかた

どり着けないというところだと思います。現在、かなうかどうかは分か

らないんですけれども、別途中央図書館のように個別にホームページが

作成できないかどうかを検討しているところでございますので、もう少
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し時間を頂ければと思っておるところでございます。 

 

白井健一郎委員 改善していただいていたのなら、ありがとうございます。つ

い最近も見たんですけれども、貸し館状況とおっしゃいましたが、市民

目線でこんなイベントがあると分かるような形で出ているかどうか、も

う一度確認していただきたいと思っています。 

 

原田文化スポーツ推進課長 その辺りは主催者側の意見も確認しておるところ

でございまして、一般開放ができるものはできるだけ開放していきたい

ということで、表記には工夫をするように指導はしているんですけれど

も、その辺りの改善がまだまだだということであれば、また検討してい

きたいと思っておるところでございます。 

 

森山喜久副分科会長 １７８、１７９ページ、１２委託料の繰越明許調査委託

料の説明をお願いします。 

 

税所文化会館主任主事 調査委託料について御説明いたします。文化会館は、

開館して３０年が経過し、文化会館の設備等も耐用年数を大幅に過ぎて

いるものがございます。そのため、文化会館の老朽化調査及び中長期整

備計画の作成を委託したものです。今後の文化会館の大規模改修を見据

えて、整備の必要箇所やその計画、またその費用について調査を委託し

たものでございます。 

 

森山喜久副分科会長 令和４年度の予算で出されていた３，４００万円を全額

繰り越されたというところは分かるんですよ。その計画はいつ頃できる

のか、示していただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

 

税所文化会館主任主事 当初は令和５年３月３１日までの契約でしたが、引渡

しについては変更契約、延長契約をしまして、令和５年５月３１日まで

に変更しており、引渡しを同日までに受けております。中期計画につい



 39 

ては成果物も受け取っております。 

 

森山喜久副分科会長 令和５年５月末に完成しているというところです。令和

６年度以降の予算でその計画を反映していくという状況でしょうか。 

 

税所文化会主任主事館 中長期整備計画については、令和６年にはまだ予算化

できておりません。現在、予算等について関係課と協議中でして、令和

７年度の予算には反映させたいと思っております。 

 

森山喜久副分科会長 老朽化について、以前から屋根の防水工事をされていた

と思うんですが、そちらも全て終わっているという理解でいいでしょう

か。 

 

税所文化会館主任主事 屋上防水工事に関しましては、令和４年から５か年に

わたり全館の屋上防水工事を行うようにしております。令和５年度は２

期目が終わったところですので、令和８年まで、５年かけて行う予定と

しております。 

 

森山喜久副分科会長 それに付随して１４節工事請負費、屋上防水改修工事が

２，４００万円の決算が上がっているんですが、不用額も約７００万円

上がっていますね。これは落札減かと思うんですが、その辺はどうでし

ょうか。 

 

税所文化会館主任主事 物価上昇を見込んで積算を行う予算措置をしておった

ものでございます。思ったほど上がらなかったと。業者による落札減が

主な要因と考えております。 

 

伊場勇分科会長 そのほかはよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）続き

まして、きららガラス未来館、スポーツ振興、スポーツ施設費の全部を

行きましょう。 
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白井健一郎委員 １８１ページ、１８節、各種大会出場費補助金についてです。

出場費ですから、交通費ではないと思うんです。交通費に関して何か補

助はしているのか。そして、その基準は何かについて教えてください。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 こちらにつきましては、

全国大会とか中国大会とか、小中学生につきましては県大会に出場する

際の補助金として支出しております。交通費、宿泊費等にかかるお金を

上限が１人当たり５，０００円ということで支出しております。昨年度

はそちらに書いてある団体７件、個人５５件に支出しております。 

 

森山喜久副分科会長 １８０、１８１ページの１８節負担金、補助及び交付金

の高校サッカーフェスティバルの負担金について、かなり長い期間やっ

ていらっしゃると思うんですけど、内訳と状況を教えてください。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 今年３月に４０回目を

開催しました。３月２０日から２３日まで行いまして、３６校の出場が

あり、県外が２２校、県内が１４校、参加者が１，２２９人でした。市

内の会場と下関市の乃木浜をお借りして開催しました。 

 

森山喜久副分科会長 サッカー交流公園の天然芝とか多目的スポーツ広場とか

をフルで使われたということでしょうか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 この間は天然芝、多目

的広場など全て利用しております。 

 

森山喜久副分科会長 来てもらうんですから、こちらのほうも開放してやって

もらえたらと思います。続きまして、１２節委託料のスポーツ教室事業

委託料１１０万円の説明をお願いします。 
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三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 こちらにつきましては

２件ほどあります。まず１件目がレノファ山口とのパートナーシップ事

業に６０万円です。もう１件が、パラサイクリングのまちＰＲ事業委託

料ということで、パラサイクリング連盟に委託で５０万円です。合計１

１０万円を使っております。レノファパートナーシップ事業、パラサイ

クリング連盟の受託ともに交流事業を実施していただいております。 

 

森山喜久副分科会長 スポーツ交流事業は実施回数１２回と書かれているんで

すが、その人数を教えてください。あと、パラサイクリングの関係も教

えてください。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 交流事業につきまして

は１２回あり、参加人数は延べ４，８１２人です。ホームゲームへの出

展もこの中でやっております。ただ、これは観客数ではなくて、市のＰ

Ｒブースに来ていただいた人数です。交流事業は、幼稚園とか保育園と

かに訪問していただくなどの事業です。令和５年度は中学校にも行って

いただいて、小野田中学校の全生徒の前で講演していただくという事業

もございます。それ以外では、健康増進課のＳＯＳ健康フェスタに、選

手は来られなかったんですが、パネルの展示とか、スタッフの方に来て

いただいて食事面のＰＲとかのコーナーを設けていただいております。

パラサイクリングのまちＰＲ事業につきましては、交流事業３回という

ことで、出合小学校、高千帆小学校、ねたろう保育園に訪問していただ

いております。 

 

森山喜久副分科会長 選手やスタッフは忙しいと思うんですけど、どれぐらい

参加していただいている状況なんですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 交流事業として４園の

幼稚園、保育園を回っていただきました。選手は計４名、午前中２名、

午後２名という形で行っていただきました。それ以外に、健康増進課と
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の事業にもレノファ山口の選手とスタッフが、昨年は３名来ていただき

ました。レディースの選手にも来ていただいております。小野田中学校

には選手２名に参加していただいています。それ以外でも写真とかチラ

シとか、広報紙にも載っていたかもしれないですけど、そういった形で

選手に協力していただいて、動画や写真の撮影等をさせていただいてい

ます。 

 

森山喜久副分科会長 実際に選手と直接触れ合ったほうが、特に小さい頃から、

小中学校の間などですね、そうしたらなおさら親近感が湧くし、レノフ

ァ山口を応援する土壌もできると思うんです。選手の方々も忙しいとは

思うんですけれど、できるだけ参加していただいて、輪を広げてもらえ

たらと思います。これは要望なので回答は要りません。 

 

大井淳一朗委員 １８３ページの備品購入費です。令和５年度はトレーニング

ルームと野球場の空調設備をしてもらったんですが、そのほかにもいろ

いろな要望があると思うんです。何か計画などはございますか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 １８３ページ、１７節

備品購入のところですね。（「はい」と呼ぶ者あり）こちらにつきまし

ては、今おっしゃられました野球場のトレーニングルーム、役員室、審

判のところに空調を設置したことが入っています。（後刻、空調の整備

は備品購入費に含まれない旨の訂正あり）また、金額が大きくなってい

ますのは、ＬＥＤの金額が入っているからです。今年度以降につきまし

ては、現在、小野田運動広場のＬＥＤの更新とか、トレーニングルーム

の機械は、指定管理者にリースしていただいているものも一部ございま

すが、古くなっているものがございますので、大型備品等の更新につい

ては特段これを購入という計画はございませんけど、更新する必要があ

るかなと考えています。また、施設においてはサッカーゴール等の消耗

もあります。大人のゴールですと、一対当たり数十万円するようなもの

もございますので、その辺りは計画的に整備する予定となっております。
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（発言する者あり）空調の整備につきましては含まれておりませんでし

た。こちらは山陽オートの公益事業費で行っておりますので、この金額

の中には整備した空調の金額は入っていません。訂正させていただけれ

ばと思います。 

 

森山喜久副分科会長 実績報告１０ページに各体育施設の利用状況が書かれて

います。その中でそれぞれ老朽化などがあり施設をそろそろ見直さなけ

ればいけないところが多いと思うんですが、その辺の計画は立てられて

いるんですか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 一番大きいところは今

審査していただいておりますが、市民体育館の整備事業というところで、

体育館の空調整備とか天井とかトイレとかシャワー室とかの整備です。

ただ、それ以外にも照明辺りも老朽化しておりますし、各競技団体から

も大きな修繕要望等を頂いております。野球場等もかなり古くなってお

り、バックスクリーンなどのところを野球連盟から御要望いただいてい

るものもございます。そちらにつきましては、有利な財源等を使いなが

ら関係各課と調整しながら整備計画の策定を進めたいと思っております。 

 

森山喜久副分科会長 照明について、施設の屋内分だけではなくて、例えば、

岡石丸運動広場などで夜間も使えるような照明が必要じゃないかという

話を聞くわけです。そういったところはどうお考えでしょうか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 これは令和６年度に入

ってからですけど、岡石丸運動広場の照明が切れているという苦情や修

繕の要望を頂いて、修繕させていただいております。そちらにつきまし

ては、今おっしゃられましたように全体を照らすような照明がついてい

るかと言われたら、そうはなっておりません。業者からどれぐらいの金

額がかかるかとかどれぐらいの照度が確保できるかとかの資料は頂いて

おりますが、現在、何年度に夜間照明を設置しますというところまでの
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計画はできておりません。 

 

森山喜久副分科会長 今後の計画になると思いますが、全体の状況を把握しな

がら進めていただきたいと思います。また、武道館とか弓道場とかの屋

根にも不具合があるんじゃないかという話もあるんですが、その辺はど

うでしょうか。 

 

伊場勇分科会長 弓道場は一度改修したんでしたか。 

 

三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 弓道場につきましては、

令和５年度中に大雨等があった際に雨漏りがひどいところがあったので、

照明がショートを起こしたりとか漏電があったりというところで、少し

電気を消して対応したと指定管理者から報告を受けております。先日、

現地も確認して応急的な処置はさせていただいています。ただ、事業者

からは、もう屋根自体がかなり老朽化しているので、上がって修理する

といっても全体を見直したほうがいいという指摘も頂きました。そこに

つきましては、また全体計画の中で対応してまいりたいと思います。 

 

森山喜久副分科会長 全体計画をつくる中でこういった優先課題を抽出してく

ださい。火事とか怪我とかをされても困りますので、考慮しながら進め

ていただきたいと思います。 

 

岡山明委員 決算には関係ないと思うんですけど、令和５年度中にスポーツ施

設の中で禁煙にした施設があるかどうかを確認したいです。全施設で喫

煙できる状況ですか。 

 

伊場勇分科会長 たくさん施設があるので、一個一個は難しいかもしれません

が、喫煙所があるところもあると思います。その辺の説明をお願いしま

す。 
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三浦文化スポーツ推進課課長補佐兼スポーツ振興係長 基本的に建物内は全施

設禁煙としております。まだ敷地内禁煙まではできておりませんので、

喫煙所として灰皿を各施設に置いて対応していただいているというとこ

ろです。できるだけ人通りが少ないところに置くようにと指定管理者に

は指示しておりますが、なかなか敷地内全部を禁煙にして、喫煙は敷地

外で行うところまではなっていません。ただ、喫煙者にマナーを守って

利用していただけるように、灰皿を置いて利用していただいているとこ

ろです。 

 

岡山明委員 施設内は許可してないという状況ですね。室外での喫煙場所があ

るということで、室内にはないということですね。分かりました。 

 

伊場勇分科会長 そのほかに質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）な

いようであれば、最後に商工振興費の２８８ページ、２９３ページの７

節報償金と１２節委託料中システム導入委託料、ブランド運営委託料の

みについて質疑を求めます。 

 

大井淳一朗委員 これらは全額不用額となっています。この要因をお答えくだ

さい。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 ＣＬＡＳＳＧＬＡＳＳ推進協議会委員

の報償費として予算を計上しておりましたけど、令和５年度は協議会を

立ち上げておりませんので、不執行になっております。 

 

伊場勇分科会長 これは立ち上げなくてもよかったんですか。立ち上げなかっ

た理由を説明してください。 

 

原田文化スポーツ推進課長 これにつきましては、令和３年度から令和５年度

までは当課の所管ではございませんでした。予算執行しておりましたの

は、シティセールス課や商工労働課でございます。ブランドの立ち上げ
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に関しまして、一般市民の方にも委員としてお入りいただいたブランド

の推進協議会がございました。こちらを後継する中で令和５年度からは

そういった委託業務がなくなりましたので、必要ではないかと検討はし

ていたんですけれども、いろいろな事情がございまして、今のところは

立ち上げてない状況でございます。これからは立ち上げが必要であれば

予算化していきたいと思っておるところでございます。 

 

大井淳一朗委員 ２９１ページのシステム導入委託料の中身を説明してくださ

い。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 こちらはＣＬＡＳＳＧＬＡＳＳのホー

ムページ内に商品販売可能なサイトの構築を小野田ガラスに委託した費

用になります。 

 

大井淳一朗委員 ブランド運営委託料の中身も説明してください。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 ブランド運営業務委託料の中身でござ

いますけれども、ホームページの運営費、商品の販売、ＰＲブランドに

関するマネジメント料、ウェブサイトの掲載費、ブランドＰＲなどの企

画、ポスター、パンフレットなどの印刷費、消耗品費、通信運搬費等が

入っております。 

 

大井淳一朗委員 素人なので委託料が安いとか高いとか判断できる立場ではな

いんですが、恐らくきちんと協議して委託料を算出していると思うんで

す。その辺の状況はいかがですか。 

 

別府文化スポーツ推進課文化振興係長 事前に委託先である小野田ガラスと協

議して算出しております。 

 

伊場勇分科会長 ＣＬＡＳＳＧＬＡＳＳは、令和５年度から、令和４年度から、
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もっと前でしたか。 

 

原田文化スポーツ推進課長 令和３年度です。令和２、３、４年度の期間でブ

ランドを立ち上げるという補助金を申請しまして、令和２年度に試行し

て、令和３年度に立ち上げたものとなっております。 

 

伊場勇分科会長 ありがとうございます。そのほかないでしょうか。（「なし」

と呼ぶ者あり）審査番号③を終わりたいと思います。次は、企画部分を

審査事業から審査します。それでは、１０分後に再開します。 

 

午前１１時２０分 休憩 

 

午前１１時３０分 再開 

 

伊場勇分科会長 それでは、休憩を解きまして総務文教分科会を再開いたしま

す。審査番号④です。まず、審査対象事業１番、山口東京理科大学との

協創・データ活用によるスマートシティ推進事業について説明をお願い

いたします。 

 

村上デジタル推進課長 審査対象事業１、山口東京理科大学との協創・データ

活用によるスマートシティ推進事業について御説明します。資料１ペー

ジを御覧ください。市のデジタル化については、デジタル技術を活用し、

地域課題の解決や市民生活の質向上を図るスマートシティと市役所の業

務にデジタル要素を取り込み、行政サービス向上や業務効率化を図るス

マート自治体の二つの柱がありますが、当事業は実施計画名にもあると

おり、スマートシティを推進するための中核的事業となります。また、

令和４年度のＤＸ共創プラットフォームにおいて提案があった、スマー

トウォッチや健康データを活用した健康づくりを事業化したものです。

資料の２ページに事業の概要、３ページに事業のイメージ図を載せてい

ます。事業の内容について御説明しますので、３ページのイメージ図を
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中心に御覧ください。事業概要は、スマートウォッチを活用し、市民の

日々の健康データや生活習慣を記録します。それらのデータを収集、蓄

積分析した上で、健康状態を可視化し、公的な医療、健康情報と組合せ

たＰＨＲ、いわゆるパーソナルヘルスレコードと言われる個人健康情報

記録を健康相談指導に活用することで、健康に対する意識の向上、生活

習慣の改善等の行動変容を促します。また、山口東京理科大学と連携し、

データ連携基盤を構築するとともに、データの分析、分析データの活用

に取り組むことで、市の施策の評価や見直しを図ります。実施に当たっ

ては、関係課の保健事業と連携し、実証を行いながら、令和５年度から

３年間で実装する計画です。資料の４ページを御覧ください。令和５年

度の取組について説明します。①のスマートウォッチを使った健康づく

りについて、昨年度は健康増進課が行う糖尿病予防教室において実証を

行いました。実証内容ですが、教室参加者にスマートウォッチを貸与、

歩数や消費カロリー等の健康データを収集し、また、月に１回の教室時

に体重等のデータを収集し、分析したデータを基に健康相談指導を行っ

ています。資料５ページを御覧ください。この実証の評価ですが、定量

的評価及び定性的評価を行いました。定量的評価ですが、糖尿病予防教

室の参加者２１人のうち１９人については、健康状況、生活習慣が改善

し、または、良好な状況を維持できたという結果になりました。また、

定性的評価について、これまでは一般的な指導になりがちで対象に合わ

せた指導が難しいという課題がありましたが、それに対して歩数や消費

カロリーを把握、定量的目標設定をした上で、データを基にした個別指

導ができる、個人の消費カロリーに合わせた食事指導ができるといった、

保健師や管理栄養士側の効果がありました。また、生活習慣の改善に十

分に取り組めていない人が一定数いる、教室後の習慣化が難しいといっ

た課題がありましたが、それに対しては、歩数や消費カロリーが数値化

されるので、日々確認しながら取り組むことができる。スマートウォッ

チを継続的に使用することで教室終了後も継続したデータ確認支援がで

きるといった、参加者側の効果もありました。一方で、参加者を増やす

ことができるよう生活習慣の改善に順調に取り組めている市民と個別フ
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ォローが必要な人のそれぞれに応じたフォローが必要、無関心層が参加

する取組が必要といった課題があります。資料６ページを御覧ください。

令和６年度の取組ですが、令和５年度の実証の課題や気づきを踏まえ、

より健康リスクの高い人へアプローチしていく。市民が自身の健康状態

を確認できるアプリをつくるといった視点から取り組んでいるところで

す。まずは特定保健指導の該当者や糖尿病性腎症の重症化予防者など、

健康リスクが高い人に対して重点的に参加を促し、生活習慣の改善に取

り組む予定です。また、それ以外にも広報等で生活習慣の改善に取組み

たい人を募集します。９月１日号の広報に掲載しております。実施に当

たっては、市民病院やスマイルエイジング薬局、保健師や管理栄養士が

所属し、地域の健康づくりに取り組むＮＰＯと連携し、保健指導を行っ

てもらうことで、市内のいろいろな場所で健康指導を受けられるように

していきます。資料の４ページにお戻りください。令和５年度の取組の

続きですが、①の糖尿病予防教室の実施に合わせて、③のデータ連携基

盤を一部構築し、スマートウォッチ等のデータの収集、分析結果が確認

できる保健指導用のダッシュボードを構築しました。これについても、

昨年度の糖尿病予防教室での保健指導を踏まえ、保健師や管理栄養士が

より効果的に保健指導に使うことができるよう、また参加者が自身の健

康状態を確認し、生活習慣改善のモチベーション維持につながるよう、

今年度も構築を継続していきます。また、②の健康データの山口東京理

科大学との連携した分析については、別途開催したＤＸ共創プラットフ

ォームを通じて、数理情報科学科の先生や学生と分析の在り方を協議す

る関係づくりを行っています。今年度については、現在大学や事業者と

データ分析に向けた協議を継続しているところです。資料の１ページに

お戻りください。令和５年度の決算額の内訳ですが、システム開発委託

料１，７１６万円とシステム運用支援業務委託料１，０５７万４，００

０円は、データ連携基盤の構築に係る委託料になっております。システ

ム委託料は５３万６，０００円でスマートウォッチの利用料となってお

ります。機械器具費と１１１万７，０００円は、スマートウォッチやデ

ータ確認に必要な端末の購入費用となっております。報奨金３０万円は、
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理科大の先生の報酬となっております。財源には、国のデジタル田園都

市国家構想交付金の地方創生推進タイプの２分の１を充当しています。

指標につきましては、理科大と連携したデータ分析については、目標ど

おり理科大との協議を進めておりますので１００％としております。２

番のスマートウォッチ等のデジタル機器を活用する中で健康状態が改善

した人数については、この取組の参加者のうち健康状態が改善した人数

を指標としており、各年度とも参加者の８０％をＫＰＩとして設定して

います。令和５年度は、参加者予想を３０名として、指標を２４人とし

ていましたが、実際の参加者が２１人で、そのうち効果があった人が１

９人でしたので、達成率を７９．２％としています。理科大と連携した

データ連携基盤構築については、目標どおりデータ連携基盤の一部構築

を進めましたので１００％としています。目標達成度は「Ｂ」としてお

ります。成果のところにあるように、データ連携基盤の一部構築が進ん

だほか、ＤＸ協創プラットフォーム事業を通じ数理情報科学科の教授や

学生と協議する場を設け、データ分析の在り方等について相談する体制

を構築することができました。一方で、スマートウォッチ等のデジタル

機器を活用する中で、健康状態が改善した人数は目標を下回ったため

「Ｂ」としております。この事業は、来年度までの３年間で段階的に実

装する事業となりますので、引き続き関係課や関係団体、大学と連携し

ながら取り組んでまいります。説明は以上です。御審査のほどよろしく

お願いいたします。 

 

伊場勇分科会長 説明が終わりました。審査事業１について質疑を求めます。

これは３か年の事業で、１年目が令和５年度であったということです。

質疑はいかがでしょうか。 

 

白井健一郎委員 資料５ページを見ています。参加者２１人のうち１９人につ

いて「改善した」または「維持できた」にもかかわらず、１２人しか継

続して取り組む人がいない理由は何でしょうか。 
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佐貫デジタル推進課課長補佐 糖尿病予防教室を６か月間ほど行ったところも

あるので、生活習慣、例えば歩く習慣や食事の習慣に対する意識を高め

るなどの意識づけが進んでいる方もいらっしゃいます。そういう方に関

しては、スマートウォッチがなくても大丈夫という方もいらっしゃいま

すし、御自身でスマートウォッチを買われるので借りるのをやめるとい

う方もいらっしゃいました。 

 

白井健一郎委員 歩数とか距離とか消費カロリーとかをデータとして取れるも

のを一般的にスマートウォッチと言うわけですか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 普通の時計の機能に加えて歩数などを測れる、

メールの確認ができるなどいろいろな機能を持つ時計のことをスマート

ウォッチと言います。 

 

森山喜久副分科会長 事務事業評価シートで、機械器具費で１１１万７，００

０円とあるんですけど、これはどれぐらいの個数を買われたのか、教え

てください。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 スマートウォッチを１９台ほど買っております。

参加者はもっと多いのですが、令和４年度のＤＸ協創プラットフォーム

の実証のときに買っている時計がありますので、３０台用意するために

不足分の１９台を買っております。それ以外にはデータを確認するため

のタブレット等を買っております。合わせて１１１万７，０００円とな

ります。 

 

森山喜久副分科会長 タブレットは、何台購入されたんでしょうか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 タブレットは、昨年度２台購入しております。 

 

森山喜久副分科会長 スマートウォッチ３０台で始めたということですけれど、
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当初から令和５年度は３０台で実施していく予定だったと理解していい

ですか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 副会長のおっしゃるとおりです。 

 

森山喜久副分科会長 資料５ページでありますように、参加者は２１人でした。

糖尿病予防教室の参加者を対象にされたと理解したのでこの人数なのか

と思ったんだけど、最初に人数を見たときに、やっぱり少ないんじゃな

いかと思ったんです。その辺はどうお考えでしょうか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 昨年度は、まず実証をやってみようというとこ

ろがありました。例年の糖尿病予防教室の参加者が２０人から３０人と

いうところで３０人と設定していました。今年度はそれを１００人に増

やしていきたいと考えております。 

 

大井淳一朗委員 スマートウォッチ等デジタル機器を活用する中で健康状態が

改善した人数が、２４人から８０人になっております。ということは、

参加者を増やさなければいけないんです。令和５年度の決算を受けて令

和６年度の目標を８０人と設定した狙いというか、増える見込みがある

と思いますが、増やすための取組は何かあるんでしょうか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 昨年度は実証で行いましたが、今年度は、例え

ばスマイルエイジング薬局や特定保健指導を委託しているＮＰＯ法人と

連携して、健康リスクの高い方に対して、健康増進課とか保険年金課と

かに積極的な声かけをしていただいています。また、市民病院と連携し

て、国民健康保険事業で糖尿病性腎症の予防の取組をされている方にも

声かけをしています。別にリスクはそこまで高くないけど生活習慣を変

えたいという方に対しても９月１日の広報紙で募集しております。そう

いう方を対象に、スマイルエイジング薬局とかＮＰＯとかと連携して保

健指導を行うような取組を増やす中で人数を増やしていきたいと考えて
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おります。 

 

大井淳一朗委員 実際の効果、現状はどうですか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 令和６年度の状況ということですか。（うなず

く者あり）９月１日に一般的な健康リスクが高くない方に対して募集し

て、今のところ十数人が申し込まれています。それとは別に、市民病院

と連携している成人症の予防取組の方３名のほか、特定保健指導の対象

の方に関してはこれから声かけをすることになっておりますので、その

辺の人数はまだ分かっておりません。 

 

松尾数則委員 県にも健康アプリがあっていろいろ運営されているみたいです

けど、それとの連携を考えていらっしゃるんですか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 県の健康アプリと連携したいとは思ってはいた

んですが、県の健康アプリ自体が個人を特定できない状況になっており

ます。自分自身がスマホで見ることはできるんですが、それが誰かを県

は把握しているわけではないので連携が難しいです。ただ、県の健康ア

プリは、市役所の中での順位とか地域での順位とかが分かります。そう

いう意味で競争するような機能もありますので、機能の役割分担をして

いきたいと考えております。 

 

白井健一郎委員 大学の研究は、生活習慣病に限られるんでしょうか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 今、先生とお話ししている中では、生活習慣病

に限るというよりは、市の医療費データがあり、全体の分析をするとい

うお話をしています。 

 

森山喜久副分科会長 システム開発委託料が１，７００万円、運用支援業務委

託料が１，０００万円とあるんですけど、この辺の関係を説明してくだ
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さい。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 システム開発委託料は、そもそもデータ連携基

盤を構築する、あるいは、専門職の保健師等が見られるようにダッシュ

ボードを構築するというところの開発委託料になります。それは昨年１

０月ぐらいで一旦終わったんですが、その後も使っていく中でいろいろ

改善の要望などが出てきますので、引き続き改善していったり、セキュ

リティーの面で管理をしていただいたりというのが、二つ目の運用支援

業務委託料になります。 

 

森山喜久副分科会長 こちらの業者選定はどういう状況だったんでしょうか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 この事業は、山陽小野田市が日本情報通信株式

会社とアドバイザー契約を結んで、デジタル化の推進の支援を受けてい

るところです。その支援の一環として取り組んでおりますので、日本情

報通信株式会社と随意契約を行っております。 

 

白井健一郎委員 この事業は、令和５年度で約３，０００万円ですね。令和６

年度にはもっと増額されています。３ページを見ながら話しているんで

すけれども、体組成計、基本情報等は、言ってみれば今までとさして変

わらない情報ですね。それらを持ってどういうふうにデータを分析する

のか。大学が絡んでより高度な分析ができるかどうかを考えたら、従来

の分析と大差はないんじゃないかと思うんです。だから、先ほど生活習

慣病に限られるのかという質問したんです。このデータを使うには当然

データを与える側の許可が要るわけですけども、生活習慣病に限って分

析する許可を与えるわけですか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 今回の事業を行うに当たって、個人情報を収集

するようになります。もちろん収集に当たっては、市でこういったデー

タを収集して活用することを本人の許可を頂いて事業に取り組んでいる
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ところになります。別途、大学との連携に関しては、市全体のデータを

分析するところもありますので、匿名加工という名前が分からないよう

な状態に加工して分析に使うようになります。そういったときは本人の

許可は不要で取り組むようになります。また、そういった市の医療のデ

ータと個人のスマートウォッチを使ったデータを合わせて分析する可能

性もあります。そういったときには別途本人の許可が要ると考えており

ます。 

 

白井健一郎委員 秘密の保持については分かりました。ここに書かれている１

日何歩歩いたかとか何キロメートル歩いたとか消費カロリーがどれだけ

とかというのは、特別珍しい情報ではないですよね。それから、体組成

とか体重とかＢＭＩとか体脂肪率とかがいろいろとあります。あと、基

本情報、身長、腹囲いろいろあります。これらをデータ分析して、薬局、

ＮＰＯでの対面の健康診断に役立てるというのが、果たして令和５年度

だけで３，０００万円、翌年からまた増えると書いてありますが、それ

に値する研究なのかどうかが疑問なんですよ。生活習慣病も大切ですけ

れども、例えば薬学の分野に広げるなど、スマートウォッチで得られる

データをさらに細かく分析することは考えられないんでしょうか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 データの分析内容については、今、大学の先生

とお話をしている途中で、まだどういった分析の仕方にするかは決まっ

ておりません。委員がおっしゃった話も含めて協議していきたいと考え

ております。 

 

岡山明委員 やはり今回はスマートウォッチを使っている２４人、糖尿病予防

教室に参加した方々で２４人という状況で、たまたま教室に来たメンバ

ーということも可能性としてなきにしもあらずと。年齢別、男女別とか、

その識別も何もしてないという状況で、普通の健康の人は対象外と。そ

ういう意味では、普通の人、サラリーマンだったら、当然、産業医と連

携プレーを取って自分の体調はどうかを調査しますよね。今回はたまた
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ま糖尿病予防教室に行ったということで、２４名が対象と。この中に年

齢も何も書いていない、男女も何も書いていないということで、調査自

体がどうも曖昧過ぎる。次は予算が増えて目標を８０人にするけど、８

０人にする根拠も何もないと。２４名から８０名にした流れも一切根拠

がない。来年はもう施行中だから人数を増やすと、申し訳ないけど、調

査自体も何かずぼらという感じを受けました。今回のスタートウォッチ

も、山口東京理科大学との連携などいろいろあるんでしょうけど、もう

ちょっと細かく推進しないといけない。せっかく予算が国から半分出さ

れるんだから、もう少し有効利用しないといけない。産業医がいる市民

病院もあります。そういった医師との連携を取るような形で出資しない

と、２４人のためのスタートウォッチだと。ただ２４人が身に着けて健

康状態を確認してというのは、あまりにもずぼら過ぎると個人的に思っ

ています。市として今後予算が３年間という状況がありますから、この

まま継続するかどうか、その辺をお聞きします。 

 

伊場勇分科会長 まず参加者は２１名です。そして、スタートウォッチではな

くて、スマートウォッチです。繰り返しになるかもしれませんが、３年

間の計画について、令和５年度の実績を踏まえてお答えいただけますか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 昨年度は実証というところで、糖尿病予防教室

の参加者に対して行いました。その中で、誰にスマートウォッチを貸し

たらいいのかという話になり、そういった気づきも踏まえて、今年度は

よりハイリスクな方を対象にしようと。特定保健指導が必要な方も、こ

の方たちは腹囲とか血液検査とかである程度課題がある方になりますの

で、そういう方たちに対してより積極的にアプローチしていくと。そう

いった健康的なリスクが高い人たちに対してこの事業をより進めていこ

うということで取り組んでいます。 

 

白井健一郎委員 理科大との協力ということで、プラットフォームを構築する

と。データ分析の図についての一番基礎的な部分をつくるという意味で
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は評価できるんですが、今回の資料の２、３、４、５、６だけでは、果

たしてこれだけのお金に見合うものができるかどうか、疑問に思います。

繰り返しますが、理科大との協力関係のベースをつくるという意味にお

いて一つこれがあるということで、さらに発展することを期待しており

ますが、どうでしょうか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 行政だけでなく民間においても、データを活用

し、個人に応じたサービスを提供することがどんどん進んでいます。市

としてもそういった取組を行うきっかけとして行っています。ただ、委

員がおっしゃったように、確認していきたいこともありますので、市民

の生活がより向上していくような取組を進めていきたいと考えます。 

 

伊場勇分科会長 これはもうデジタル技術を使った横断的施策で、チャレンジ

という部分があります。ただ、本市の強みとして、理科大があって、日

本情報通信株式会社とパートナーとして組んでいろいろなことに取り組

めるということがあり、これは一つのチャレンジであると思います。実

証から来年度の分析と、このデータがどのように市民のＱＯＬに関わっ

ていくのかなど、社会情勢を踏まえて取り組むべきことだと思います。

その中で令和５年度については１９名が改善したと。生活習慣、健康状

態はどのように改善したのか。改善レベルを担当課として捉えていたら

教えてください。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 スマートウォッチから計測できる消費カロリー

と歩数、体重計で測るＢＭＩの三つの基準を設けて、改善したかどうか

を判断しております。６か月間の糖尿病予防教室の中で徐々に改善した

かどうかというのが一つの視点、あるいは、歩数であれば６，０００歩

という目標を設けておりましたので、６，０００歩がずっと維持できて

いたかどうかが二つ目の視点です。三つの指標と二つの視点から判定を

しています。 
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伊場勇分科会長 ２１人の参加のうち１９名が改善し、または良好な状況維持

と。残り２名についてはどうだったんですか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 なかなか歩数が伸びませんでした。また、１人

は体重をむしろ増やさないといけないやせ気味の方でして、食事を取ら

ないといけないような方だったんですけど、なかなか体重が増えなかっ

たと。そういった状況の方が２人いらっしゃいました。 

 

大井淳一朗委員 先ほどの２人は、継続して取り組む１２人の中に入っていま

すか。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 ２人のうち１人は継続して取り組んでおられま

す。もう１人の方は返却されています。 

 

伊場勇分科会長 質疑はほかにありませんか。大丈夫ですか。（「なし」と呼

ぶ者あり）それでは、審査事業１の質疑は終わります。ここで休憩を取

ります。昼休憩後は１時１０分から再開いたします。次は、決算書に入

りますのでよろしくお願いします。それでは休憩に入ります。 

 

午後０時１０分 休憩 

 

午後１時１０分 再開 

 

伊場勇分科会長 それでは、休憩を解きまして総務文教分科会を再開いたしま

す。初めに、教育委員会から先日の答弁の中で訂正したいという旨がご

ざいましたので、発言を許可します。 

 

山本社会教育課長 お時間を頂きまして申し訳ございません。昨日、大井委員

から教育文化振興基金の残高につきまして御質問がございました。その

際、令和６年５月３１日現在で３５５万２，７２５円と説明いたしまし
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たが、これは現在の残高であり、また、有価証券としての金額の説明が

漏れておりました。有価証券を加えて御説明いたします。教育文化振興

基金、有価証券の令和６年５月３１日現在高は、山口放送株式会社株県

として３０万円、地方公共団体、金融機構債として１億円、共同発行市

場公募地方債として５，０００万円となっております。 

 

伊場勇分科会長 決算資料は３８２、３８３ページですね。答弁では、「残高

が３５５万２，７２５円です」というだけで、左側の有価証券の説明が

漏れていたということですね。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あ

り）ありがとうございました。それでは審査番号④、審査対象事業１の

質疑は終わりましたので、決算書に移りたいと思います。１４４ページ

から１４７ページまでの情報管理費について質疑を受けたいと思います。

質疑のある方は挙手にてお願いいたします。 

 

森山喜久副分科会長 広域連携の推進ということで、山口自治体クラウド基幹

系業務システム共同利用の関係で協議会を１２回行っているとあります

が、その説明をお願いします。 

 

村上デジタル推進課長 年間１２回行っておりますのは、山口自治体クラウド

の運営部会として、現在はウェブ会議になっておりますけれども、毎月

定例で第４水曜日に行っております。 

 

森山喜久副分科会長 定例会的に行うのは確認事項などがあるということです

か。 

 

村上デジタル推進課長 現在使っているシステムの稼働状況とか、標準化に伴

う説明とかの打合せを行っておるところです。 

 

伊場勇分科会長 自治体クラウドについて、この山口県の情報セキュリティク

ラウド運用負担金はかかってくるんでしょうか。運用負担金の中身につ
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いても説明してもらえますか。 

 

村上デジタル推進課長 セキュリティクラウドの負担金に関しましては、自治

体クラウドとは別に県が一体となってやっておりますものです。山口自

治体クラウドは７市町を対象としてやっておりますので、中身が少し違

います。セキュリティクラウドは、現在インターネット分離をしており

ますので、そのインターネットにつなぐためのものを県が一体となって

調達しているような形のものになっております。山口自治体クラウドは、

基幹系のシステムで、住民情報系のシステムを取り扱っております。 

 

森山喜久副分科会長 山口自治体クラウドの関係で、負担金などはあるんです

か。 

 

村上デジタル推進課長 自治体クラウドに関しましては、負担金ということで

はなく、ベンダーに対しての利用料という形で支払っております。シス

テム利用料や機械器具借上料となっております。 

 

森山喜久副分科会長 その辺の費目を説明してください。 

 

村上デジタル推進課長 接続回線の使用料として役務費の通信運搬費部分に２

７７万２，０００円、電算機の保守委託料として４６９万１，２８０円、

使用料及び賃貸借料の機械器具借上料として２，８２８万４，５６４円、

システム利用料として５，９５７万４，７６８円となっております。 

 

伊場勇分科会長 そのほかに質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）続

いて、財政管理費と財産管理費の両方に行きましょう。１４８ページか

ら１５３ページまで、６目財政管理費二つについての質疑を受けます。 

 

森山喜久副分科会長 １４９ページの１２節委託料で、草刈り等委託料とある

んですけど、場所と回数を教えてください。 
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磯山財政課管財係長 旭町、北若山、東糸根、浜崎の４か所でございます。そ

れと流木の伐採費用が２件ほどございます。 

 

伊場勇分科会長 そのほかはいかがですか。（「なし」と呼ぶ者あり）１５１

ページ、１３節使用料及び賃借料の機械器具借上料６１８万７，１０８

円は何を購入されたかのか、教えてください。 

 

磯山財政課管財係長 公用車３５台分のリース代でございます。更新が４台ほ

どございます。 

 

伊場勇分科会長 そのほか、よろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）次に

行きます。９目企画費です。１５２ページから１５５ページまでです。

シティセールス課が関わるところがあるので、それ以外のところです。 

 

大井淳一朗委員 地方版総合戦略の効果検証事業ということで、創生協議会が

１回開かれております。今後これを受けて、また引き続きやっていくん

でしょうか。 

 

工藤企画課長 こちらの協議会につきましては、総合戦略の年に１回の検証を

行うこととしておりまして、平成２８年度の総合戦略策定以降、毎年度、

前年度の振り返りを行っているもので、今後も引き続き行っていく予定

です。 

 

大井淳一朗委員 第２次総合戦略は、総合計画の中に組み込まれました。だか

ら意味がないということはないんですけれども、それでも引き続き単独

でされるということですか。 

 

工藤企画課長 おっしゃるとおり、中期基本計画からはそちらに包含しており

ますけれども、まち・ひと・しごと創生総合戦略の根拠となる法律の中
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でも振り返りを行って進めていくこととなっておりますので、引き続き

検証してまいりたいと考えております。 

 

大井淳一朗委員 参考までに、令和５年度はどのような検証に至ったのか、お

答えください。 

 

工藤企画課長 それぞれ大きな基本目標を四つ設けておりまして、その数値に

ついての御意見を各委員から賜る、また、その数値を改善していくため

の取組を定めておりますので、それぞれの進捗について御意見を賜りま

した。市の取組の中では、効果的に進めたと判断できるもの、見直し等

が必要なものがそれぞれございましたので、担当課がそれぞれそろった

中で委員からの質疑に対してお答えさせていただきました。項目によっ

て対応が異なっておりますが、引き続き検証しながらいい結果が生まれ

るように進めていきたいと感じているところです。 

 

大井淳一朗委員 限界があるかもしれませんが、特にＫＰＩで達成が難しかっ

たというか、見直しが必要とコメントをされたんですが、１例を挙げて

ください。 

 

工藤企画課長 大きな数値、大きな目標でいいますと、期間合計の特殊出生率

を設けておりまして、こちらの設定値を１．７にしていたんですが、昨

年度実績では約１．３でございました。この辺りにつきましてはどうに

かしないといけないということで厳しい御意見も賜っていますので、何

らかの施策で今後改善ができたらと思っております。 

 

笹木慶之委員 １５３ページの委託料の関係と、それから１５５ページの負担

金補助金の関係です。考え方についてお尋ねします。片や１８節から１

２節へ流用され、片や１２節から１８節に流用されています。ほぼ同額

が動いていますが、これは何かあるんですか。 
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佐貫デジタル推進課課長補佐 こちらは山陽小野田市がデジタル化を推進する

に当たって支援を受けている日本情報通信株式会社に対する費用になり

ます。常駐でいらっしゃいましたときは負担金で支払いを行っていたん

ですが、昨年度から非常勤にかわりまして、委託契約の形に変えました

ので流用を行っております。 

 

笹木慶之委員 よく分からないけど、１２節委託料から１８節に流用になって

いるわけですよね。ところが今度は１８節から１２節へ持っていってい

るわけです。何をどうしたのかということを聞いているわけです。 

 

伊場勇分科会長 同じ回答になるかもしれませんが回答してください。要は雇

用じゃなくなったんですね。その辺を詳しくもう一度説明してください。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 以前は常勤という形で、山陽小野田市が雇用と

いうか、派遣をしていただく形で来ていただいていましたので、負担金

という形で支払っておりました。当初予算時はそれを継続する予定でし

たが、その後に協議する中で非常勤ということになりまして、派遣の形

から業務の内容を定めて、ある程度時間の目安を定めた上での委託契約

という形に変わりましたので、負担金から委託料に流用を行ったという

形になります。 

 

大井淳一朗委員 その７０３万円が１２節委託料のどこに行ったかも含めて説

明してください。 

 

佐貫デジタル推進課課長補佐 委託料中のアドバイザリー業務委託料の一部と

なっております。 

 

森山喜久副分科会長 実績報告書４ページにデジタル化の推進とあります。そ

の中の（２）公衆無線ＬＡＮの整備事業で４か所、３３万８，０００円

とあります。こちらの説明をお願いします。 
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山下デジタル推進課デジタル政策係長 公衆無線ＬＡＮにつきましては、昨年

度は市役所、山陽総合事務所、中央図書館、厚狭図書館、４か所に設置

しておりました。それの通信運搬費が３３万８，３６０円という形にな

ります。 

 

森山喜久副分科会長 この３３万８，０００円は、整備したという形じゃなく

て、あくまで通信運搬費というところだけということですね。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 そのとおりです。 

 

森山喜久副分科会長 その下の（３）スマート自治体推進事業にＲＰＡ及びＡ

Ｉ－ＯＣＲ導入活用事業の５業務があるんですけど、こちらの説明もお

願いします。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 こちらにつきましては、昨年度は５業

務ほど導入しておりまして、中身につきましては、狂犬病の予防注射の

入力、高齢者ひとり暮らしの調査票の入力、学校給食費システムに係る

組情報入力、健康に関するアンケート入力、ＳＯＳ健康フェスタアンケ

ート入力の５業務です。 

 

森山喜久副分科会長 導入した結果の検証はどのように行っていますか。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 合計で業務時間がマイナス１７１時間、

パーセンテージにしますと８３％の削減率で業務時間を削減しておりま

す。 

 

森山喜久副分科会長 費目で言えばどこになるんですか。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 費目で言いますと、１３節使用料及び
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賃借料の中のシステム利用料の一部となっております。 

 

森山喜久副分科会長 実績報告書では２８３万３，０００円となっていますか

ら、システム使用料のほかに何か別にあるんじゃないですか。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 ＲＰＡのライセンス料につきましては

そのうちの１１０万円、ＡＩ－ＯＣＲにつきましては６６万円という形

になっております。残りにつきましては、先ほどの山口東京理科大学と

の協創・データ活用によるスマートシティ推進事業のシステム料となっ

ております。 

 

伊場勇分科会長 公衆無線ＬＡＮで市役所１階と２階はフリーＷｉ－Ｆｉがつ

ながるようになっていると思うんです。令和５年度の使用状況は把握さ

れていますか。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 令和５年度の利用件数につきましては、

市役所４４件、山陽総合事務所３８３件、中央図書館２，１７６件、厚

狭図書館１，５１０件となっております。市役所が極端に低いのは、ロ

ビーの改修がありまして７月から利用停止しているためです。補足にな

るんですけれども、市役所と山陽総合事務所につきましては今年１月か

ら利用を停止しております。停止している理由としましては、公衆無線

Ｗｉ－Ｆｉが始まって昨年１２月で２年がたつんですけれども、利用件

数を調査した結果、利用件数が少なかったためです。 

 

大井淳一朗委員 １階ロビーから２階に上がったら通じなくという、出力性能

が弱いという認識だったんですが、それも利用が少ない一つの要因では

ないんですか。いかがですか。どのように分析されていますか。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 利用件数が低い理由としましては、近

年各キャリアから安価でデータ量が多い通信プランのサービスが始まっ
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ており、行政手続の待ち時間につきましてはそちらのデータプランで賄

えているのではないかというところで、利用件数が低いのではないかと

いう考えになっております。 

 

大井淳一朗委員 ２階に行ったらもう通じないという認識はどうですか。間違

っていたら正していただければと思います。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 ２階につきましては、場所にはよると

思うんですけれども、踊り場付近であれば通じるのではないかと思いま

す。それ以外につきましては通じづらいと考えております。 

 

大井淳一朗委員 それに対して図書館は利用件数が多いです。学生もいるし私

も図書館に行くときには使います。やはりそこは続けたほうがいいかと

思うんです。原課としては、図書館は継続するということでよろしいで

すね。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 委員がおっしゃるとおり、中央図書館

と厚狭図書館につきまして引き続きサービスを継続しております。 

 

森山喜久副分科会長 撤去した市役所と山陽総合事務所については、改めて設

置して検証していくという予定はあるんですか。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 今のところそういった計画はありませ

ん。 

 

伊場勇分科会長 やめたわけですから、使っていた方から何か要望等は上がっ

ていないですか。 

 

山下デジタル推進課デジタル政策係長 そういった要望は特には上がってはお

りません。 
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伊場勇分科会長 分かりました。やってみないと分からなかったことですね。

市役所なので長く滞在する方も少ないと思うので、それも一つの成果だ

と思います。続いて大学費に移ります。２００ページから２０３ページ

までです。この中で質疑のある方の挙手を求めます。 

 

大井淳一朗委員 ２０１ページのテレビ共同受信施設です。薬学部を建てたと

きから負担しているんですが、建った後には検証すると言っていたので、

令和５年度はこうなって、それを踏まえてどのように対処していくのか

についてお答えください。 

 

大坪企画課主幹 委員のおっしゃられたとおり、こちらのテレビの組合費は、

薬学部を建設した際のテレビの電波障害になった方々への共同アンテナ

の受信に係る負担金となっております。今、駐車場、テニスコートを整

備中でございまして、これで薬学部に関連する建設が一とおり終わる予

定となっております。このまま継続するのか、ほかに手があるのかとい

うことを検討しているところでございます。 

 

森山喜久副分科会長 ２０３ページ、２４節の公立大学法人運営基金積立金の

説明をお願いします。残高の報告もお願いします。 

 

大坪企画課主幹 こちらの積立金に関しましては、昨年度交付されました普通

交付税２７億３，８８６万円を施設整備費等の経費に充てまして、その

余剰を積み立てたものとなっております。そして、令和５年５月３１日

時点の基金残高は、８億８，００９万３，９２７円でございます。 

 

森山喜久副分科会長 残高の約８億８，０００万円は、今後予定されている厚

狭の南校舎の跡地に新校舎設立の原資になるという理解でいいですか。 

 

大坪企画課主幹 こちらの基金は、そういった施設整備に関しての基金でござ



 68 

いますので、南校舎の設備に充てるようなこともあるかと思います。 

 

伊場勇分科会長 大学法人の評価委員会のメンバーを教えてください。 

 

大坪企画課主幹 現在３名の方が委員になっております。一人が山口大学大学

院の教授でございます。もう１人が小野田赤十字病院の薬剤課長です。

３人目が山口銀行小野田支店長です。以上の３名となっております。 

 

伊場勇分科会長 これは令和４年度も５年度も変わっていないですね。 

 

大坪企画課主幹 現在の任期は令和５年７月１日から令和７年６月末となって

おりますので、変わっておりません。 

 

大井淳一朗委員 評価委員のことですが、もともと定数より１名か２名欠員な

んですよ。今いらっしゃるメンバーは見識のある方ばかりですが、やは

りもう少し多くの目があったほうがよい評価ができると思うんですが、

充足する予定はないですか。 

 

大坪企画課主幹 現在の任期の間は充足等の考えはございません。 

 

伊場勇分科会長 もっと専門的な知識を持った方を入れたほうがいいんじゃな

いかという検討はされているんですか。評価シートを見たことがありま

すけど、３人で膨大な量を見ますよね。その点についてはいかがお考え

ですか。 

 

大坪企画課主幹 山口大学工学部の先生と薬剤師ということで、薬工の専門的

知識をお持ちであるということが一つあります。山口銀行小野田支店長

は、経営に関する専門的な知識をお持ちということで、現在３人で運営

をさせていただいているところです。 
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伊場勇分科会長 山口大学や下関市立大学などほかの公立大学でも評価委員は

大体５名以下とか３名ぐらいですか。 

 

大坪企画課主幹 四、五名で行われているところが多いと思います。 

 

大井淳一朗委員 公募がいいか悪いかはともかく、前は公募でも入れましたよ

ね。やはりより多くの目を入れる必要があるので、今回の任期中は仕方

ないとしても、定数があるわけですので、埋まるようにしていただきた

いと思うんです。定数は幾らですか。 

 

大坪企画課主幹 条例で６名以内となっております。 

 

伊場勇分科会長 ６名以内ですね。条例で決まっているということですね。そ

のほかに質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）大学費は終わり

ます。次は公債費、予備費まで行きましょう。３６６ページから３６９

ページまでです。質疑はありますか。 

 

森山喜久副分科会長 ３６７ページ、公債費の元金の関係の説明をお願いしま

す。 

 

別府財政課長 元金３８億５，２００万円の説明です。一番大きいものは合併

特例債とか臨時財政対策債の償還とかです。それぞれ１１億円以上の償

還を令和５年度に行っております。それから、前年度と比べまして、二

億数千万円程度増えておると思うんですが、先ほど申し上げた合併特例

債の償還が１億円以上増えています。それから、臨時財政対策債元金が

２，２００万円以上増えていることに加えまして、本庁舎の耐震改修工

事とか理科大薬学部の校舎建設に係る公債費の償還とかがそれぞれ増え

ている状況です。一方、減ったものもございまして、理科大薬学部の備

品は７，０００万円以上償還額としては減っているという状況です。 
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森山喜久副分科会長 令和５年度末の地方債の残高を再度説明してください。 

 

別府財政課長 ３５９億２５４万５，０００円になっております。 

 

森山喜久副分科会長 令和元年度から減ってきていると思うんです。今の市債

の依存度はどれぐらいなのですか。 

 

別府財政課長 これは健全化指標を用いますが、実質公債費比率は３か年平均

で９．５％となっております。 

 

伊場勇分科会長 そのほかに質疑はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）

歳入についても質疑を受けたいと思います。 

 

森山喜久副分科会長 地方交付税の関係が例年より５億円ぐらい増加していま

す。もう一度説明をお願いしていいでしょうか。 

 

別府財政課長 ５億円が増えた要因ということでよろしいでしょうか。（「は

い」と呼ぶ者あり）一番大きなものとしては、先日の補正でも同じよう

な説明をさせていただいたんですが、その他教育費の部分、これは理科

大が含まれる部分でございますが、この部分だけで前年度と比べて２億

９，０００万円増えております。令和５年度に数理情報科学科ができて

おり、それによって生徒が６０人増えております。それから、薬学科が

令和５年度に６年生まで埋まりますので、ここでも学生数が１２０人増

えております。金額が増えた要因としてはこれらが一番大きな部分であ

ろうと思います。それから、臨時財政対策債の振替額が前年度と比べて

１億９，８００万円減ったというところも、臨財が減ると交付税が増え

る要因になりますので、こういった要素があって前年から大幅に増えた

ということとなっております。 

 

森山喜久副分科会長 令和元年度から地方交付税は上がってきているんですけ
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ど、山口東京理科大学の生徒数の増に伴うその他教育費の増が、こうな

った要因と理解していいですか。 

 

別府財政課長 おっしゃるとおりだと思います。数理情報科学科とか医薬工学

科とかができて、生徒数がどんどん増えているという状況があります。

その他教育費の部分だけで見ても、交付税のうち３０億円以上が理科大

に係るその他教育費として入ってきております。７９億円程度のうち３

０億円ぐらいはこの部分ということで、理科大の占めるウエートが極め

て高くなっていると感じております。 

 

大井淳一朗委員 ６６、６７ページの株式等譲渡所得割交付金について、株式

を譲渡したということなんですか。 

 

別府財政課長 これは上場株式などの配当への課税、配当額の５％を財源とし

て、一定割合が個人県民税の額に応じて市に対して交付されるものでご

ざいます。 

 

森山喜久副分科会長 １０４、１０５ページの財産収入について質疑します。

不動産売却収入のところで、市有地売却収入がありながら収入未済額が

あると。２５万３，５６１円ほど収入できてないと思うんですが、その

辺の説明をお願いします。 

 

磯山財政課管財係長 過去のお話にはなるんですけども、収入未済額について

は、平成１２年度とか２０年度とか、古い債権が残っており、それがず

っと未済に上がっております。 

 

別府財政課長 税等の公債権であれば、２年とか５年とかで消滅時効を迎えて

不納欠損という処理をしていくんですが、ここは私債権ということにな

り、不納欠損処理が自動的にはできません。欠損処理をしようと思った

ら、「時効の援用」という意思確認をした上でないとできませんので、



 72 

わざわざ債権を落とすことは難しいので残っている状況です。 

 

伊場勇分科会長 これは連絡が取れている人も取れていない方もいらっしゃる

ということですか。 

 

別府財政課長 連絡は取れているんですけど、その方自体はもう亡くなってい

るなどの状況でございます。 

 

笹木慶之委員 ７３ページの負担金の中に不納欠損額が出ているんです。この

５万９００円について説明してください。 

 

別府財政課長 ここは児童福祉費の関係なので、詳細については把握しており

ません。 

 

笹木慶之委員 歳入ではここで聞いちゃいけんわけですか。（「民生福祉の所

管」と呼ぶ者あり）聞かんでいいわけやね。歳入全般って言うからそう

なる。 

 

伊場勇分科会長 違います。財政課に係るところで質疑してくださいというこ

とです。 

 

別府財政課長 ここは民生福祉の所管と思います。保育所運営費負担金の収入

に対する不納欠損でございます。 

 

笹木慶之委員 所管外のところ処理すればいいわけですね。 

 

伊場勇分科会長 そうです。そのほかはよろしいでしょうか。（「はい」と呼

ぶ者あり）それでは、審査番号④の歳出と歳入の質疑を終了いたします。

それでは、職員入替えのため１０分休憩します。 
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午後１時５９分 休憩 

 

午後２時１０分 再開 

 

 

伊場勇分科会長 それでは、休憩を解きまして総務文教分科会を再開いたしま

す。続いて審査番号⑤、議会費についてです。１３４ページから１３７

ページまでです。質疑のある方は挙手にてお願いします。 

 

大井淳一朗委員 実績報告書１ページに会議の中継が２万４，４５２円とあり

ます。本会議、委員会等でありますので、内訳が分かれば示していただ

きたいと思います。 

 

中村議会事務局次長 本会議が６，０８８円、委員会１万８，１４７円です。

本会議は全員協議会等も全部含んでのものになります。残りは地域交流

センター等にある中継等になります。 

 

笹木慶之委員 あえて質問します。１３５ページの旅費の中に不用額が随分出

ています。状況はおおよそ見えますが、説明できれば教えてください。 

 

中村議会事務局次長 旅費は２種類ありまして、議員の皆さんの費用弁償と私

たち職員の普通旅費です。費用弁償には参考人として委員会等に出席さ

れた方のものを含みます。これらはそれぞれ実績に基づくものになって

おります。不用額が多い理由の一つは、委員会視察用に額を視察用でと

っておりますが、コロナ禍明けでまだまだ皆さんも行く機会がなかった

というところです。最近令和６年度になって少しずつ行かれております

が、ぜひ活用していただいて、委員会で議論して、市への政策提案につ

なげていただけたらと思います。事務局のほうはそれに伴う随行、研修

会等の旅費になります。 
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伊場勇分科会長 議長公用車についてです。令和５年度はドライブレコーダー

をつけたんでしたか。公用車について、令和５年度に何か装備が増えた

と聞いたので、その辺を教えてもらえますか。 

 

中村議会事務局次長 ドライブレコーダーの取付けと後部座席部分のフィルム

の貼付けを行っています。 

 

伊場勇分科会長 公用車は何年間で買い換えるなどが分かれば教えてもらえま

すか。 

 

中村議会事務局次長 市財政課管財係に確認したところ、全国平均で１５．５

年ぐらいで更新と言われているようです。本市議会の公用車は平成２８

年に更新して、今年度で８年目に入っておりますので、まだ更新時期に

は至っていないのではないかと思います。 

 

岡山明委員 政務調査費はどこに入っていますか。 

 

伊場勇分科会長 政務活動費の場所ですね。 

 

中村議会事務局次長 決算書１３７ページ、１８節負担金、補助及び交付金の

備考欄の下から３番目の１３４万４，４７０円です。 

 

伊場勇分科会長 ほかに質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）議会費

に係る歳入について質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）議会

費については以上といたします。続いて、２款総務費１項総務管理費の

一般管理費の部分です。総務課と人事課が担当するところです。１３６

ページから１４３ページまでです。質疑のある方は、挙手にてお願いし

ます。 
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笹木慶之委員 １３９ページに関連してお尋ねします。この中に会計年度任用

職員の問題が実はあります。令和５年度はどのような状況が動いている

のか、何か業務に支障があるのか。ないとは思いますが、何がしかのも

のがあれば、それを教えてください。 

 

古屋総務部次長兼人事課長 会計年度任用職員については、令和２年度に始ま

ったものでありまして、３年がたちましたので、フルタイムからパート

タイム化しております。令和５年度に約５０名パートタイム化していま

す。人数的には令和４年度と５年度ではほぼ変わりありませんが、約５

０名がフルタイムからパートタイムに変わったということでございます。

パートタイムになりまして３０分時間が短くなりはしましたけども、特

段問題はなく業務が回っていると聞いております。 

 

笹木慶之委員 今、フルタイムからパートタイムというお話がありました。そ

のあたりの実態的な運用については、その後新たな問題は起こってない

と理解していいんですね。 

 

古屋総務部次長兼人事課長 パートタイム化する際には各課にヒアリングして、

業務に支障がない部署をパートタイム化したということでございます。

特殊なことをされている部署はフルタイムで、また、出先の方もフルタ

イムで残しているというような状況でございます。特段業務に支障は出

ておりません。 

 

伊場勇分科会長 一般管理費でいいのか分かりませんが、昼休みに庁舎内の電

気を消しますよね。全てじゃないですけど、特に２階が暗くなります。

その目的を確認します。 

 

河田総務課長 昼休みに庁内の照明器具を消すというところですけれども、来

客の多い窓口業務を行っております１階部分は消灯しません。比較的来

客の少ない本館２階、総務課などがあるところは来客が少ないというこ
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と、省エネ目的ということで、照明を必要最小限にとどめようというと

ころが始まりでございます。 

 

伊場勇分科会長 目的は省エネだけですか。ほかの公共施設はどういうふうに

運用されているんですか。 

 

河田総務課長 こちらのほうから特段の指示はしておりませんので、それぞれ

の施設での判断となります。 

 

伊場勇分科会長 省エネと言いますけども、今はＬＥＤに変わっています。ど

の程度の省エネを見込まれていたのか、その辺はいかがですか。 

 

河田総務課長 おっしゃるとおり、始めた当初は４０ワットの蛍光灯２本とい

うことで消費電力が相当あるというところでございますけれども、ＬＥ

Ｄ化されて消費電力が少なくなっていて、１本当たり５ワット分程度か

なと思います。一つとしては光熱水費の削減という目的もありますが、

それ以外に職員に省エネの意識啓発を図るという趣旨で、環境課からの

御意見もあって行っておるということが現状なのかなと思っております。

もちろんお客さんがお見えになったときには照明をつけて支障がないと

いうような対応はしております。 

 

伊場勇分科会長 １階は特に人が多いです。ただ、２階にも昼休みしか来られ

ない方々がいらっしゃると思います。検討しなければいけない時期にも

来ているような気がします。目的は分かりました。ありがとうございま

した。そのほかに質疑はありますか。 

 

大井淳一朗委員 これも以前お聞きした点ですが、１４１ページの顧問弁護士

委託料です。顧問弁護士の役割というか、どんなことを委託しているか

についてお答えください。 
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河田総務課長 顧問弁護士ということで、もちろん法令の解釈等は総務課で行

っておりますが、やはり専門的な見地、それから第三者的な立場から法

解釈が必要なときや困難な事案が発生したときに意見を求めるという役

割を担っていただいております。 

 

大井淳一朗委員 顧問弁護士は、以前は市内の方だったんですが、今は市外の

方ですよね。何か市内、市外でこだわることがあるんでしょうか。 

 

河田総務課長 特段のこだわりというわけではないんですけれども、一つには

行政の抱える法的な問題がなかなか行政事件訴訟法など特殊であるとい

うことで、弁護士会とも相談しまして、そういった分野に精通しておら

れる先生を当たっているというところです。もう一つは、市内の先生を

私どもの顧問としますと、市民の方が市内の先生に御相談されたときに、

仮に訴訟を受任された場合に、双方代理になって市民の方が市内の弁護

士に依頼がしづらくなる。そういったところの配慮もあって、今のとこ

ろは市外の先生にお願いするといったことを行っております。 

 

大井淳一朗委員 御存じのとおり弁護士倫理の規定があって、その場合はそも

そも受任しないようになっているので問題はないかと思うんです。だか

ら、以前は市内の方でも置いていたんです。だから、市内市外ってこだ

わる必要ないと思うんですよ。専門的なことも言われますけど、市内の

方を含めても大きな支障はないと思うんです。市外ありきではなくて、

全体的に考え、それから年齢的なことも考えて、やはり長いお付き合い

なのでいろいろな選択肢があると思うんですが、いかがですか。 

 

河田総務課長 今、御指摘いただいた点も含めまして、総合的に検討していく

必要があるかと思いますので、今後の参考とさせていただければと思い

ます。ありがとうございます。 

 

笹木慶之委員 これは１４３ページだけの問題ではないんだけど、あえてお尋
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ねします。労務管理上の問題がいろいろとあります。固有名詞を出さな

いようにしますが、ある地方自治体の中でいろいろなことも起こってお

ります。ややもすると、私たちもよく気をつけなくてはならない事項で

はないかなと思うんですよ。その中でまず１点は、職員のストレスを解

消するような対策ができているのかどうかです。回答できる範囲で結構

です。 

 

伊場勇分科会長 人事課が担当するところになりますね。人事管理費は後で行

きます。今は一般管理費のほうでお願いします。笹木委員は後でまた質

疑してください。そのほかはよろしいですか。 

 

森山喜久副分科会長 本庁舎の電気時計と放送設備の関係で、更新したいとい

うふうな方向性があったと思うんです。まだされていない気がしますが、

今後の見通しはどういう状況ですか。 

 

河田総務課長 本庁舎の耐震改修や内装改修は行いましたけれども、御指摘の

とおり、放送設備や電気時計は更新ができてない状況にあります。電気

時計は古い造りで、親となる時計があって、それの３０秒ごとの経過の

電気信号を送って子時計に針を進めさせるというようなものなんですけ

れども、今は電波時計もあったりしますので、どういった手法を取って、

費用対効果も考えながらどういったやり方があるかというところを研究

しているところです。それと、予算の都合もありますので、内部事務と

いうことと、外向けの市民の方に必要な予算、そういったあたりもあり

ますので、引き続き研究してまいって更新に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 

伊場勇分科会長 委員会室の時計もちょっとずれているんですよ。時計がある

けど、時計を見ずにタブレットで時間を把握しているんです。時計の意

味をなしていないですから、あってもなくてもいい状況です。時計はデ

ジタル時計がいいと思います。やはりそうするべきです。それでは、人
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事管理費と文書管理費に行きます。１４２ページから１４５ページまで、

笹木委員、先ほどの質問をお願いします。 

 

笹木慶之委員 改めてお尋ねします。１４３ページに関係することです。スト

レスチェック委託料が計上されています。これだけの問題にとどまらず、

労務管理上の問題があると思います。特にこのストレスチェックについ

ては、どのような状況下でどのような活用をしているのか。いい方向で

の活用をしておられると思いますが、その辺りについてお尋ねします。 

 

福田人事課課長補佐 ストレスチェックにつきましては、全職員に対して法定

の５７項目についてチェックを実施しまして、その結果、高ストレス判

定となったものに対しては面談の勧奨をしている形になります。また、

集団分析ということで、各部や部署等でストレスチェックの状況を分析

いたしまして、その分析結果を一次予防に努めるために各部長等にその

状況について報告しているという状況になっております。 

 

笹木慶之委員 そのように分析されて的確な労務管理に努めておられますが、

今はキラーストレスという言葉も出ていますよね。これらについてはど

のような認識で、どのような対応をしておられるでしょうか。 

 

古屋総務部次長兼人事課長 キラーストレスということでございますが、複数

のストレスが重なってあわや死に直結するようなストレスだろうと思い

ます。ストレスチェックをする中で、本当に高いストレスがたまってい

る方は、結果に出ようかと思います。ストレスチェックというのは、あ

くまで自己診断ではありますので、そういう方は当然自分なりにそうい

ったものがあろうかと思います。ストレスチェックの結果を見て、産業

医などにも面談を受けていただくというような形になろうかと思います。 

 

笹木慶之委員 そのような体制の中でしっかり取り組んでおられると思うんだ

けど、ややもすると、やっぱり職員が長期間休職すると、もちろん病気
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の件もありますし、いろいろなことがあるんだけど、そういったことに

由来したようなことに対しての対応についてしっかりやっておられると

理解したいと思いますが、いいですかね。 

 

古屋総務部次長兼人事課長 精神的な面で体調を崩す職員というのは一定数お

ります。本市では職場復帰の支援プログラムを昨年度に作りまして、発

症したとき、療養中、職場復帰前、職場復帰後にその方の状況に応じて

支援していくというプログラムをつくっているところでございます。あ

と、今年度から試行的にやっているんですが、新入職員の方は職場に慣

れるまでの間はありますので、メンター制度、先輩職員、５年目、１０

年目の方も入ったグループをつくっていただいて相談などに応じるとい

う制度も導入しているところでございます。 

 

笹木慶之委員 この決算というところで、事業の評価をしながら新しい体制に

取り組んでいくということだと思います。もう１点申し上げます。最近、

いろいろマスコミなんかが取り上げておるのは、誹謗中傷型への対策も

社会的な現象としても言われておるような状況です。これを見てみると、

７項目あって、いろいろな項目が実は入っているんですよ。そういった

ことの中で、たまたまある県のある人たちの発言によって新たな問題が

起こってきているような状況もありますが、それらを含めてしっかり適

切な対応をしておられると思いますが、最後の締めとして、もう一度考

え方を整理してみたいと思います。よろしくお願いします。 

 

古屋総務部次長兼人事課長 ハラスメントのことかとは思いますけども、ハラ

スメントにおいては、相談体制として人事課職員だけではなくて、所属

長、今の所属長じゃなくて前の所属長など、いろいろ相談できるような

体制を取っております。なかなか直接言いづらいという職員もいるかも

しれませんので、外部の先生にもお願いして匿名で相談できるような体

制も取っているところでございます。昨年もハラスメントのアンケート

調査等を行いまして、その結果を踏まえて職員にも周知を図っていると
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ころでございます。とにかく何かあれば人事課等にも相談をしてくださ

いということを通知しております。 

 

森山喜久副分科会長 １４３ページ、１３節使用料及び賃借料のシステム利用

料の説明をお願いします。 

 

長村人事課給与係長 システム利用料１，７６２万１，７３６円ですが、こち

らは人事給与システムと令和４年度の途中から導入した庶務事務システ

ムの利用料になります。 

 

森山喜久副分科会長 金額の内訳をそれぞれ教えてください。 

 

長村人事課給与係長 人事給与システムが６２６万９，７３６円、それから庶

務事務システムが１，１３５万２，０００円となります。 

 

森山喜久副分科会長 １２節委託料のシステム改修委託料について説明をお願

いします。 

 

長村人事課給与係長 システム改修委託料は、令和６年度から定年延長制度が

導入されることに伴い、その準備のために令和５年度末までに改修しな

ければいけなかったので、その改修委託料となります。 

 

森山喜久副分科会長 人事給与システムの改修ということでいいですか。 

 

長村人事課給与係長 そうなります。 

 

大井淳一朗委員 同じく委託料に職員研修委託料がありますが、この中身につ

いてお答えください。 

 

福田人事課課長補佐 職員研修委託料につきましては、人事評価制度を令和５
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年度から本格運用いたしましたので、評価者となる管理職に対しまして、

評価に関する面談の仕方、評価のポイントなどの研修を外部講師にお願

いしたものです。 

 

大井淳一朗委員 研修だけでこれだけの額ということですか。ほかにもあれば

教えてください。 

 

福田人事課課長補佐 ただいま申し上げた研修での委託料になります。 

 

大井淳一朗委員 １８節負担金、補助及び交付金の中で不用額が４７万５，３

７７円出ております。これは主に何が不用になったんでしょうか。 

 

福田人事課課長補佐 こちらの不用額につきましては、まず研修負担金が滋賀

県や千葉県にある研修施設等に研修に行った際に負担する負担金なんで

すが、こちらが見込みよりも少なかったためです。９人分の負担金を払

っておりますが、見込みを３０万円ほどで取っておりましたので、そち

らについて不用額が出ております。また、ページが変わりまして１４５

ページ目の一番下、職員資格取得補助金についても３０万円の予算を取

っておりましたが、実績は５万８，６００円というところで不用額が出

ております。 

 

大井淳一朗委員 先ほど後段で言われた職員の資格取得補助金が、３０万円に

対して５万８，０００円ということで、５分の１ですね。なぜこれだけ

の不用額が出たのか。つまり、職員の資格取得に対して十分補助されて

いるのか。希望者が少なかったんですか。仕組みを教えてください。 

 

福田人事課課長補佐 資格取得補助金につきましては、令和５年度の実績が９

件となっております。こちらは職員が業務に関係する資格を取得する際

に申請していただいて、合格されたら受講料や登録料を補助するという

形になっております。こちらの予算については、建築士等の資格は、登
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録料が６万円、受講料が１万７，０００円と高いものもございますので、

そういったところを加味しまして予算を多く取っておりました。しかし、

実際に補助をした資格についても、そこまで多く受講料がかかったもの

がございませんでしたので、不用額が出ております。 

 

大井淳一朗委員 ９件合格ということですが、申請は何件あったんですか。 

 

福田人事課課長補佐 申請は９件以上あったんですけれども、不合格となった

場合に補助できておりませんので、件数は控えさせていただけたらと思

います。 

 

伊場勇分科会長 そのほかよろしいでしょうか。（「なし」と呼ぶ者あり）次

は会計管理費です。１４８、１４９ページの会計管理費で質疑あればど

うぞ。 

 

笹木慶之委員 １４９ページに関連していいのかどうかという部分があるんだ

けど、公会計システムの制度に変えて新たな取組をしているわけだけど、

事務執行というのはどこの責任で管理しているのですか。 

 

河田総務課長 公会計制度について、地方公共団体にも複式簿記の概念をとい

うことで、決算データを基に各課で仕訳を行っております。大変申し訳

ございませんが、こちらは財政課が主管となって分析等を行っておりま

す。 

 

岡山明委員 防災費の中に防災情報システムの費用があると思うんです。１６

５ページ、防災情報伝達システム整備工事が１億５，０００万円出てい

ます。この金額が該当すると思ったんですけど、工事の監理委託料はこ

の中に入っているんですか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 今、お尋ねいただきました山陽小野田市の防
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災情報伝達システムの整備事業に係る決算額でございますが、今おっし

ゃった工事請負費のシステム整備工事費、その下のその他、それから、

委託料につきましては上から３番目の監理委託料が工事にかかった主な

費用となります。 

 

白井健一郎委員 ＬＩＮＥでの防災メールはどこに当たりますか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 ＬＩＮＥにつきましてはシティセールス課が

所管していますので、費用としては総務課が負担しているものはござい

ません。 

 

岡山明委員 防災費の関係で、今回、南海トラフ地震の警報があったと思うん

です。そういう状況でスピーカーを使用しているかどうかを確認します。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 このたび８月８日に初めて南海トラフ巨大地

震の臨時注意情報が出ました。地震が発生したときに市内のＪ－ＡＬＥ

ＲＴが鳴っていることを確認しております。 

 

岡山明委員 今回新しく４か所つけているんですか。新設したところはどこで

すか。 

 

伊場勇分科会長 新設についての内容を説明してください。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 今お尋ねいただきました４か所というのは、

恐らく防災気象情報のカメラの設置箇所数と混同されているのかと思い

ます。カメラについては４か所設置しましたが、こちらはＪ－ＡＬＥＲ

Ｔではございません。Ｊ－ＡＬＥＲＴは市内１０か所の子局をつけてス

ピーカーをつけているところです。 

 

岡山明委員 今回の決算書を見ても、状況として今後の管理です。スピーカー
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という形で今１０か所立っとると。そういう状況でどこを見れば、その

１０か所の管理費が見えますか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 防災情報システム、Ｊ－ＡＬＥＲＴの管理費

でございますが、まず１２節中の設備保守委託料、それから１６５ペー

ジ、１３節中の電波等利用料、これらが主なＪ－ＡＬＥＲＴの維持費と

なっています。その他光熱費等もございますが、そちらはほかのものも

含まれておりますので、主なものについてはこの二つになっています。 

 

森山喜久副分科会長 １６３ページ、１２節委託料の防災監視カメラ等設置委

託料３４４万円の説明をお願いします。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 ただいま御質問いただきました１２節委託料

の防災監視カメラ等設置委託料につきましては、市内４か所に河川カメ

ラを追加したものになります。こちらは令和４年度、５年度の２か年で

実施した事業となります。４６９万６，０３２円で事業が終了している

ものになります。 

 

森山喜久副分科会長 この２か年で４か所設置をされていますけれど、ほかか

らも要望はないんですかね。４か所で十分なんでしょうか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 その他の要望といたしましては、昨年度の時

点で要望いただき、既に予算化しておりまして、今年度に湾岸にカメラ

を２か所付けております。現時点ではその２か所以外の要望は特には聞

いておりません。 

 

森山喜久副分科会長 ため池とか排水機場とか、そういったところの分は検討

されていますか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 ため池につきましては、農林水産課でシステ
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ムについての施策を検討されているようなうわさは聞いておりますが、

恐らく研究されていらっしゃる途中だと思います。もちろん災害担当課

として、各課からの御相談があれば随時協議には応じようと思っており

ます。 

 

伊場勇分科会長 この河川カメラは、どの程度の方が見られているのかなど、

そういった状況は把握されていますか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 把握はしておりませんが、システムを導入当

初、同時接続６，０００件までは行ける形でお願いしておりまして、そ

れがかなり重くなっておりますので、利用者数はかなり増加しているの

ではないかというところが一つです。それから、ＬＩＮＥからワンタッ

チで防災気象情報に接続できまして、ＬＩＮＥの友達件数が今６，５０

０件を超えておりますので、かなりの件数御利用いただいているものと

認識しております。 

 

伊場勇分科会長 防災メールも登録者数が３，８６３件ということで、令和５

年でどの程度増えたのか、何か分かりますか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 詳しい数字は忘れてしまいましたが、実は昨

年度の決算の数字から若干減っております。減った理由といたしまして

は、もう使われてないアドレスなどがあるのではないかというところで、

精査しまして８０回以上通知を無視しているメールアドレスについては

削除させていただいて、今は３，８００件になっている状況です。 

 

伊場勇分科会長 携帯メールを使う方は少ないですね。基本的にはもうＳＮＳ

やＬＩＮＥ等々使っていますので。分かりました。 

 

岡山明委員 今、河川カメラという話が出たんですが、増設が４か所ですか。 
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奥田総務課主幹兼危機管理室長 令和４年度、５年度の事業で、今日決算報告

させていただいている増設は４か所でございます。あと、令和６年度に

２か所設置をしたことを補足します。 

 

伊場勇分科会長 全部で何箇所になりますか。河川には市が管理するもの、県

が管理するものがあると思いますけど。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 前場川、糸根川、大正川、桜川に二つずつ、

厚狭川、有帆川、沖中川、長田屋川に一つずつ。それから、今年設置し

た刈屋漁港と梶漁港に一つずつという形になります。 

 

岡山明委員 今、１０ぐらいあったと思うんですけど、その中で県が設置した

分が何箇所かあるように記憶しているんです。県が設置したカメラはあ

りますかね。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 今、申し上げたカメラは市が設置したカメラ

でございまして、県が設置したカメラは厚狭に一つございます。あとは

美祢のほうの上流に複数ございます。 

 

岡山明委員 県のカメラは山陽小野田市には１か所しかないということでいい

ですね。美祢のほうは美祢市の関係ということですね。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 厚狭大橋にある１か所のみが、市内にある県

のカメラとなります。 

 

白井健一郎委員 同じく防災監視カメラについてなんですけど、１２節委託料

の最後に書いてある３４４万１，２３２円は、何台のカメラを設置され

て、あるいはその維持費も含まれているのかという点についてはどうで

しょうか。 
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奥田総務課主幹兼危機管理室長 岡山委員が御質問された中に含まれておりま

す。４台分の設置費用となりまして、カメラの設置、水位計の設置、そ

れからシステムを調整しないといけませんので、システム改修委託料を

含めたものが３４４万１，２３２円で、令和４年度からの合計で４８４

万１，２３２円となります。 

 

白井健一郎委員 川が増水したかどうか、自宅でカメラを見て、自分で判断で

きるということなんでしょうけど、実際に水かさがどこまで上がったら

逃げるというのを個人の判断に任せるのは適切なのかどうか。もちろん

自助と言われますけれども、警戒情報レベルの３、４、５などいろいろ

な判断材料もありますし、今後もカメラの台数を増やす予定があるなら、

その辺の効果の検証をしなくてはいけないんじゃないかと思うんですけ

れども、どうでしょうか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 カメラを設置しまして、避難指示等を出すの

は市でございます。そちらの判断基準の一つとして使用もしております。

市民の方についても、市の判断基準よりも早く身の危険を感じて、例え

ば、家の横の溝がこのぐらいになったら危ないなどと、逆に情報提供し

ていただくようなケースもございます。そういったところで自助、共助

として使っていただきたいっていう思いもあり、公表させていただいて

いるものになります。今後の方針につきましては、現時点では、先ほど

御回答させていただいたとおり、これ以上の要望がないので現状維持と

いう形にはなりますが、要望等がございましたら、その都度内容を審査

して協議を進めてまいりたいと思います。 

 

森山喜久副分科会長 防災ラジオの件ですけれど、令和５年度の実績と１台当

たりの単価、助成単価を教えてください。多分消耗品と思うんですけど、

その辺も含めて教えてください。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 防災ラジオにつきましては、令和６年３月３
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１日現在で１，９４１台販売しておりまして、そのうち令和５年度は３

０台ほど販売いたしました。市民の方の自己負担金としては１台当たり

２，３００円で、こちらは歳入の防災ラジオ負担金に掲載をしておりま

す。 

 

森山喜久副分科会長 実績報告書５ページの下から３番目、防災ラジオ助成台

数は５０台となっているんですが、その辺はどうでしょうか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 この５０台は令和５年度に市が購入した防災

ラジオの台数でございます。昨年度購入したものと在庫の中から販売し

たものが３０台となっています。 

 

森山喜久副分科会長 市が購入した分５０台は在庫として持っておくと。販売

実績で言えば３０台だったという理解でいいですか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 そのとおりでございます。 

 

大井淳一朗委員 以前も言ったと思うんですが、従来の防災ラジオは音が割れ

るとかいうのがあって、ボリュームの調整もできないんですよ。何とか

ならないかという声をよく聞くんですが、何か対応策はありますかね。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 老朽化に伴うスピーカーの音割れと、あと、

古い形のものは音量調節ができないという御質問等を頂いております。

保証期間は購入していただいてから１年となっておりまして、御相談い

ただいた方には新型への買い換えを御案内しているところです。それ以

上の対応はできない状況でございます。 

 

大井淳一朗委員 旧型と新型の違いはよく分かっていないんですけれども、切

替えを促すというか、２，３００円で買えることをもっと周知するべき

ではないかと思うんですが、いかがですか。 



 90 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染

症の感染症法の位置づけが５類に落ちて以降、だんだんと出前講座やイ

ベント等も増えてきております。今年度に入ってからは昨年度以上にそ

ういった話を頂いておりまして、その全てに防災ラジオを持って行き、

周知などをしております。現状、かなりの反響を頂いておりまして、既

に昨年度を超えるのではないかというくらいの問合せを頂いています。

御指摘のとおり、引き続き積極的に販売を進めていきたいと考えており

ます。 

 

森山喜久副分科会長 防災ラジオの販売に係る収入費目はどこになるんですか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 決算書１１７ページの上から２番目の防災ラ

ジオ購入負担金６万６，１００円が、先ほど申した防災ラジオ３０台分

の金額となります。内訳について、販売台数に２，３００円を掛けても

金額が合わないのですが、これは旧形のものを売っておりますので、若

干金額のずれが発生しております。 

 

岡山明委員 この項目は防災費ですね。季節的に熱中症がいろいろと問題にな

るんですが、熱中症に関わるような費用は防災費の中にありますか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 熱中症についての費用は防災費の中に含まれ

ておりません。熱波とか干害とかの災害になってくると、経常経費の中

からそういった費用が加算されてくるものと認識しております。 

 

伊場勇分科会長 岡山委員、熱中症についてというのは、避難場関係ですか。

そうじゃなくて、全般についてですか。詳しく質疑してください。 

 

岡山明委員 今、市から熱中症アラートがでていますね。市役所、サンパーク、

図書館、交流センターなど、一般市民の方に避難してくださいと案内し
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ている施設がありますよね。そういう意味で熱中症対策の費用は、考え

ていないとおかしいですよね。 

 

河田総務課長 岡山委員が心配されているのは、熱中症対策を市でどうやって

いるかというところですけれども、御存じのとおり、環境省から熱中症

の警戒のメールが届くという仕組みございます。環境省に関するものは

本市では環境課の所管になりますけれども、市民の方への周知啓発や熱

中症予防の具体的な指導については健康増進課でもできるのかなという

ことを思っております。防災費の中では取り組んでいないこと、別の部

署で対応していることと御理解いただければと思います。 

 

岡山明委員 費用として、どこが負担しているかが分かれば説明してください。 

 

河田総務課長 総務課の所管ではないので具体的な金額は分かりませんが、環

境省の所管のものでございますので、市の中では環境課、それから健康

対策ということでは健康増進課が対応していると御理解いただければと

思います。 

 

白井健一郎委員 防災メールの中身について、山陽小野田市に関する情報とい

うことで表示がされているんですが、中身は県が出している情報じゃな

いかと思うんです。なぜなら、その後に文章として、西部ではこうです、

南部ではこうです、東部ではどうですと出ているんです。これは山陽小

野田市の西部、東部ではなくて、山口県の西部、東部じゃないかと思う

わけなんですけど、どうでしょうか。 

 

奥田総務課主幹兼危機管理室長 ただいま御質問いただきました件について詳

しく御説明させていただきます。総務課危機管理室では防災メールを運

用しております。防災メールに係る支出項目として、１１節役務費の通

信運搬費中に防災メールの配信ということで項目があります。実はこち

らの防災メールの１アカウントをシティセールス課が所管しております
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ＬＩＮＥのほうの……（発言する者あり）大変申し訳ございません。気

象台から発表された防災メールをＬＩＮＥで通知しておりまして、議員

おっしゃるとおり、山口県の西部、中部、北部という形の配信内容とな

っております。 

 

河田総務課長 白井委員の御質問に少し補足させていただきます。市から来る

メールなのにどうして県の中部とか西部とかがあるかということでござ

いますけれども、これは気象台から発表される電文を即時にお送りする

システムになっておりますので、気象注意報とか警報とかが発令された

ときに職員の手を介さずに即時に届くという意味で、県内の共通の文章

をお送りするというところに迅速性があるということで、このようなメ

ールが届くということで御理解いただければと思います。 

 

白井健一郎委員 それは何とか対応してもらわないと。山陽小野田市の情報と

して西部、東部、南部と出てくるわけですから、何とかよろしくお願い

します。 

 

大井淳一朗委員 ＬＩＮＥには山陽小野田市の情報が入ってくるんですよ。今、

白井委員が言われるように、県西部などの情報が入ってくるのですが、

県とは書いてないですよね。何が言いたいかというと、防災メールの情

報とＬＩＮＥの情報は統一してほしいと思うんです。そうすると、即時

性が変わるのか、そこはどうですか。 

 

河田総務課長 先ほど職員が御説明しかけた途中だったんですけれども、ＬＩ

ＮＥの仕組みとしまして、気象台から速報の電文が、市が委託している

防災メールのサーバーに届き、その内容をそっくりそのままＬＩＮＥで

もお伝えすることになっておりますので、防災情報に関しては、防災メ

ールと同じ内容のものをＬＩＮＥにも配信をするという仕組みで行って

おります。 
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大井淳一朗委員 警報解除というものなどが、今、ＬＩＮＥで見られるんです

けども、これは防災メールと同じものが入っているということですか。 

 

河田総務課長 同じものをＬＩＮＥにも自動で配信する仕組みを取っておりま

す。 

 

伊場勇分科会長 メールの内容は、気象庁が出したものを即時に出しているも

のと、別に総務課が出しているものがありますよね。即時のものだけじ

ゃあないでしょう。それも説明されたらどうですか。 

 

河田総務課長 会長がおっしゃるとおりです。気象台からの自動で送られる緊

急電文、これは注意報警報が発令されたとき、あるいは解除されたとき

に自動で送られるもので、それから、避難所の開設とか重要なお知らせ

とかを総務課から手動で発信するもの、この２種類のメールがありまし

て、若干見た目が変わってくるというところはあろうかと思います。特

に市から発信する場合には市民向けに特化した内容になっておりますの

で、その辺りを見ていただいて、少し違いがあるかなと思います。 

 

伊場勇分科会長 そのほか防災費についてはよろしいですか。（「なし」と呼

ぶ者あり）それではここで１０分休憩します。 

 

午後３時５分 休憩 

 

午後３時１５分 再開 

 

伊場勇分科会長 それでは、休憩を解きまして総務文教分科会を再開します。

決算書１８４ページの本庁舎改修事業費から行きましょう。１８７ペー

ジまででの質疑をお願いします。 

 

大井淳一朗委員 令和５年で進捗率は１００％になったのか、お答えください。 
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河田総務課長 令和５年度をもちまして、本庁舎建物そのものの改修が終わり

ました。今後、外構部分とか倉庫とかを残しておりますが、基本的には

建物の改修は終わったと御理解いただければと思います。 

 

岡山明委員 建物関係は終了したという話で、あとは外回り関係と。計画でい

くと、令和６年度、７年度はまだ継続されるという状況なんですか。駐

車場も一緒なんでしょうけど、最終的にこういう形で終わるかというス

ケジュールはどうなっているか、確認します。 

 

樋口総務課総務法制係主任主事 今後の外構工事の予定を御説明します。今年

度既に施工済みではあるんですけども、公用車駐車場の整備工事を行い

まして、来週から西側倉庫の建て替え工事を予定しております。来年度

は、今の車庫や水防倉庫の解体工事を行いまして、令和８年度にその跡

地に新しい車庫を造る予定になっております。その後については検討中

になります。 

 

伊場勇分科会長 そのほか本庁舎改修事業についてはよろしいですか。（「な

し」と呼ぶ者あり）３２目新型コロナウイルス対策費に移ります。 

 

大井淳一朗委員 基金を３００万円積んでいますが、この基金は今後も残して

いく予定だと思うんですけど、どうでしょうか。やはり新型コロナウイ

ルス感染症も含めた感染症対策として残す必要性があると思うんですが、

いかがでしょうか。 

 

河田総務課長 令和５年５月に感染症法上の位置づけが５類に落とされたとい

うことで、令和５年度までは毎年１００万円の積立てを行っておりまし

て、また、特に令和５年度は民間企業様から２件の御寄附を頂いて、３

００万円を積み立てるというような決算でございます。この積立ててい

くという方向性は当初の目的を達成したかなというところで、今年度の
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予算におきましては積立てを行わないというところで考えております。

充当する事業でございますけれども、この基金からの繰入れということ

で歳入になりますが、１１１ページを御覧いただけますでしょうか。１

１１ページに載っています。繰入金の中の新型コロナウイルス等感染症

対策基金繰入金という中で、令和５年度は１，１４３万２，３９６円使

っております。主な使い道としましては、感染症対策ということで、サ

テライトボックスの設置、議会の協議ブース、総合事務所の市民窓口課

において非接触で決済できるようにセミセルフレジの導入、それから、

学校教育課で学校の消毒業務の委託、こういったものを行ったところで

ございます。今後、使途を勘案しながら企画課、財政課とも協議しなが

ら、こちらの基金を活用していくということを進めてまいりたいと考え

ております。 

 

白井健一郎委員 企業２社から寄附が１００万円ずつあったと。それを何に使

うか明示しないまま積立金として積み立てておくというのは、果たして

寄附者の意思に沿っているかどうか、その点についてはどうでしょうか。 

 

河田総務課長 御寄附いただきました企業様からは、感染症対策に役立ててほ

しいと言われてございます。たしかに、５類に移行しておるというとこ

ろでなかなか使い道が難しいかなと思いますが、そうでありましても、

季節性インフルエンザでもそうですけれども、基本的な感染症対策を進

めていかなければならないというところです。新型コロナウイルス等感

染症対策基金ということで、新型コロナウイルスに限らず季節性のイン

フルエンザ等も対象でございますので、例えば、学校での感染症対策な

どにも使っていく可能もございまして、そういった辺りの感染症対策の

説明は、御寄附頂いた企業様にも御説明させていただいて、納得してい

ただいておるというところでございます。 

 

伊場勇分科会長 そのほかはよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）なけ

れば次に行きます。統計調査費ですね。１９８ページから２０１ページ
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までです。質疑のある方は挙手にてお願いします。（「なし」と呼ぶ者

あり）では、歳入全般についてお願いします。 

 

森山喜久副分科会長 １１４、１１５ページに総務費雑入の人事給与システム

負担金がありますが、これの説明をお願いいたします。 

 

長村人事課給与係長 このシステム負担金は、システムを病院局と共同で使っ

ておりますので、病院局の人数負担分を頂いているものになります。 

 

森山喜久副分科会長 水道局は共同ではないんですか。 

 

長村人事課給与係長 水道局とは一緒に使っておりません。あくまで市と病院

局分です。 

 

森山喜久副分科会長 その二つ上の退職手当他会計負担金の説明をお願いしま

す。 

 

長村人事課給与係長 退職手当につきましては、病院局とか水道局とか他局で

勤務している期間に応じて負担していただいております。令和５年度に

つきましては、病院局に勤務した経験がある者が２名おりましたので、

その負担金を頂いております。 

 

森山喜久副分科会長 その上の派遣職員給与費負担金の説明もお願いします。 

 

長村人事課給与係長 本市から山口県と山口県後期高齢者広域連合にそれぞれ

２名ずつ派遣しているんですけれど、その派遣先から給与負担金として

頂いているものになります。 

 

伊場勇分科会長 そのほか、歳入についてはよろしいですか。（「なし」と呼

ぶ者あり）審査番号⑤については以上とします。職員の入替えのため、



 97 

暫時休憩します。 

 

午後３時２５分 休憩 

 

午後３時３５分 再開 

 

伊場勇分科会長 それでは、審査番号⑥、税務課の関わるところで、まず歳出

からです。１４８、１４９ページの管理費です。また、松尾委員は所用

のため早退となりましたので報告いたします。 

 

森山喜久副分科会長 １４８、１４９ページの１１節役務費、手数料の説明を

お願いします。 

 

大井税務課長 会計管理費中の役務費４５８万３，８２７円のうち、税務課分

としては８８万４，４００円が該当いたします。内容としましては、コ

ンビニ収納サービス基本手数料として１９万８，０００円、口座振替サ

ービス基本手数料として６８万６，４００円となっております。 

 

伊場勇分科会長 そのほか会計管理費についてはよろしいですか。(「なし」と

呼ぶ者あり)次は、１６４、１６５ページの地籍調査費です。 

 

森山喜久副分科会長 １２節委託料、測量調査委託料の説明をお願いします。 

 

大井税務課長 こちらにつきましては、地籍図の訂正、測量図の作成業務にな

ります。以前、測量地籍図を測量して作成したときにポイントの間違い

がありましたので、その訂正になります。 

 

森山喜久副分科会長 不用額については、件数が少なかったのか、それとも、

入札などの部分で下がったのか。 
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大井税務課長 こちらにつきましては、いつ起こるか、何件発生するかという

予測がつきませんので、枠取りの形で毎年５０万円ほど予算取りをさせ

ていただいております。令和４年度はなかったんですが、令和５年度は

１件発生しましたので、９万８，８２４円を支出しております。 

 

白井健一郎委員 １３節機械器具借上料は、どういった機械をどこから借り上

げたんですか。 

 

大井税務課長 こちらにつきましては、地籍調査成果管理システムのリース料

になります。 

 

光永税務課固定資産税係長 こちらの地籍調査成果管理システムにつきまして

は、国土情報開発株式会社という業者からのリースとなっております。 

 

笹木慶之委員 そのことについてお尋ねします。地籍調査業務そのものに携わ

っているのは税務課ですね。 

 

光永税務課固定資産税係長 本市においては、地籍調査業務自体は既に全域で

終了しておりまして、現在は地籍調査の成果の閲覧業務のみを税務課で

行っているという形でございます。  

 

笹木慶之委員 とは申せ、疑義が生じる可能性はあるんですよ。それについて

は、どこが主管ですか。 

 

大井税務課長 市民の方から「地籍図の関係でここはポイントが違うんじゃな

いかとか」いう問合せが出ましたら、こちらで確認資料等を確認しまし

て、市の関係のものが間違っていると判明しましたら、測量調査委託料

を使って訂正するような形になります。 

 

笹木慶之委員 結局、所掌事務は必ず原課に戻ってくるわけですよね。どこか
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が担当するわけじゃないですから。だから、今言ったように委託業務だ

けでの問題ではなしに、市の行政の判断として起こる問題だと思うんで

すよ。そうすれば、その所掌事務はどの部課がしているかということに

なるんだけど、大丈夫ですか。そういうケースはやっぱり起こり得ます。

昔、地籍調査関係の担当があったんだけど、それはそれとして機能して

やっておったわけよ。ところが、その所掌義務を担当する部署がなくな

ったので、どこかが管理していかなきゃいけないじゃないですか。それ

に関しては事務をやっていると思うんだけど、権限がどのように動くの

かが分からないわけ。もし修正があったらどうするのか、それはどうな

のかをよく聞いておかないといけないと思っています。 

 

大井税務課長 先ほど申し上げましたが、測量した後に作図をつくるに当たっ

て市がポイントを間違えて線を引いていたということであれば、市の予

算を使って測量して図面を訂正する形になります。市道の関係などにな

りますと、境界が市道ということであれば土木課が担当するような形に

なります。 

 

笹木慶之委員 なぜそれを言うかというと、境界未定の部分がまだあるでしょ

う。そうでないところは白地の部分が、例えば、公共の土地については

それがなかなか動かないというものもあるじゃないですか。 

 

桑原税務課課長補佐 先ほど笹木委員がおっしゃいました境界未定の部分につ

きましては、地籍調査が終わっている時点で筆界未定となりますので、

その後判明した場合は、所有者が筆界を確定した上で法務局等に申請す

る形になります。地籍調査が終わった時点では市からの訂正はありませ

ん。 

 

笹木慶之委員 そこで一応置いておきましょう。大体意味は分かったけどね。

筆界未定のところについてはそのような状況でも動いておるということ

ですね。それ以上のことは、いわゆる民対民でできるということですね。 
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大井税務課長 笹木委員の言うとおりです。 

 

岡山明委員 市が原因でポイントが間違っていた場合、当事者ではなくて代理

人に法務局に行っていただいてポイントの修正をするということは市と

しては認めてもらえるんですか。 

 

大井税務課長 市が原因でポイントが間違っているということであれば、市か

ら法務局に申請して修正していただきます。測量に当たっては、以前に

測量した業者がいれば、その業者が行うほうが費用的にも安くできます

ので、その業者に頼んで、市から法務局に申請して修正することはござ

います。 

 

岡山明委員 しかし、市が修正しないという状況であれば、業者側からもう一

度法務局で確認して、市がポイントを是正しろという話になる可能性が

出てくるとおかしい状況ですから、そういう捉え方としてはどうですか。 

 

大井税務課長 市民の方から言われたら、まず市が当時の地籍調査の資料を確

認いたしまして、言われることが正しいのか、間違いなのかを確認した

上で話が進んでいくと思います。一概には言えません。 

 

伊場勇分科会長 決算認定のための質疑をしていただきたいと思います。それ

ではこの地籍調査費についてはよろしいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)

では、次に行きます。１８６ページから１９１ページまでの徴税費につ

いて、質疑はありますか。 

 

笹木慶之委員 １８９ページ、償還金利子及び割引料のところですが、還付加

算金について説明してください。還付加算金が１４万７，４００円とな

っていますね。 
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永谷税務課収納係長 還付加算金について説明いたします。納付されてから相

当程度時間がたってから還付する際に、その日数、期間に応じてお支払

いをする利息のようなものと考えていただければいいと思います。 

 

笹木慶之委員 あえて聞きます。還付加算金の性格は分かるんです。そういう

現象は頻繁に起こるのか、めったに起こらないか、どうなのか。 

 

永谷税務課収納係長 そんなにはありません。例えば、法人が中間申告してか

ら確定申告される場合に、実はその中間申告を払い過ぎていたという場

合には、ほとんど場合で還付加算金が発生してしまいます。そういった

ときのために予算を取ってあります。 

 

笹木慶之委員 取扱い事務の関係で加算金という形で出るのか。出ないように

しておかないといけないよね。それでも、やっぱりあるのですか。 

 

永谷税務課収納係長 もちろん発生しないほうがいいものと思われます。しか

し、先ほど申し上げたような法人の件に関しては、どうしようもないと

ころがあります。そういうふうに理解していただければと思います。 

 

笹木慶之委員 余計なことを言ったらいけないかもしれませんが、私たちも確

定申告をするんですよ。納税の義務に沿って手続をしなくちゃならんわ

けです。ところが、還付の手続が要るんだったら、納税の確定申告をし

なくてもいいという国税庁からの指導があるわけです。３月３１日を過

ぎていてもいいですよと。還付するときはいつでもいいわけよ。例えば、

私が確定申告したときに３月３１日までにしなさいと言ってくるんです。

納税義務が発生したら、すぐ取れるわけよ。しかし、そうじゃなかった

ら、次の課税がなかったら、どうせ還付するんだったら申告していなく

てもいいと、ゆっくりしていてもいいとは思いません。そういう指導が

税務署であるじゃないですか。だからあえてこれを言うんだけど、その

ような類いの事象は普通ないんじゃないかと思うんだけど、やっぱりあ
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るのですか。 

 

伊場勇分科会長 あるのか、ないのかだけ教えてください。 

 

永谷税務課収納係長 どうしても発生してしまうものになると思います。 

 

森山喜久副分科会長 １９１ページ、１２節委託料、固定資産総合鑑定評価委

託料１，１００万円の説明をお願いします。 

 

大井税務課長 これは評価替えの年に向けて、３か年で契約して行うものでご

ざいます。令和５年度の１，１００万円は、３年目の支払いの分になり

ます。 

 

森山喜久副分科会長 その下の帳票類印刷、封入等の委託料の件も説明してく

ださい。 

 

大井税務課長 これはどこの課でも上がってきていると思いますが、納税通知

書を送ったり督促状を送ったり、いろいろな税関係の書類を送るに当た

り、印刷も含めて業者委託しております。その分の費用が上がっている

金額でございます。 

 

森山喜久副分科会長 業者委託するときには、市全体のものを入札するんです

か、それとも、各課がそれぞれやっているんですか。 

 

大井税務課長 デジタル推進課で取りまとめていただいて、税務課はこの金額

になりますという形で振られてきます。 

 

伊場勇分科会長 令和５年の徴収率について、まずお聞かせください。 

 

大井税務課長 令和５年度の現年度が９９．７２％、過年度分が２５．４６％、
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合計で９８．９６％です。県内でいいますと、現年度分が２位、過年度

分が６位、合計で２位となります。 

 

伊場勇分科会長 徴収率は、県内ではいいということですね。滞納処分件数の

資料が出ているんですけれども、預貯金、給与、生命保険、不動産とあ

ります。全３１２件中その他が５２件あるんです。その他というのは、

どういうものですか。 

 

永谷税務課収納係長 例えば、自動車、不動産、あるいはそこに載っていない

債権で業務請負のお金などを差し押さえる場合があります。 

 

伊場勇分科会長 そのほかに質疑はありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)歳出

のほうはいいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)それでは、歳入に移りま

す。決算に関わる質疑をお願いしたいと思います。 

 

笹木慶之委員 税務については、今、県から職員が着任しておられますね。人

事交流で市に１人いますよね。 

 

大井税務課長 併任という形で、週１回、２週間に１回という形で、徴収のア

ドバイス、徴収への同行、滞納整理などをやっていただいております。 

 

笹木慶之委員 典型的な業務は、市と県とで連携していると理解していいんで

すよね。 

 

大井税務課長 県税も含めて一緒にやらせていただいております。 

 

笹木慶之委員 県からの職員は、現状１人ですか。 

 

大井税務課長 当初は２人という形でしたが、今は１．５人という形になって

おります。 
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森山喜久副分科会長 ６２、６３ページに不納欠損額３，８３０万円とありま

すけど、こちらの主な内容を教えてください。 

 

大井税務課長 昨年度と比べて２，５００万円ぐらい増えていると思います。

こちらにつきましては、過去にある企業が倒産されて負債が残っていた

んですが、市内にあった財産を全部売却されて、もう換価できるものが

ないという形になりましたので、不納欠損を行っております。それが１

社で約３，０００万円となっております。 

 

森山喜久副分科会長 法人ということなので、滞納があったのは固定資産税と

都市計画税ですか。 

 

大井税務課長 そのとおりでございます。 

 

岡山明委員 ６５ページのたばこ税ですが、収入状況は右肩下がりですか。 

 

大井税務課長 若干緩い右肩上がりです。 

 

伊場勇分科会長 右肩上がりになっているのは、たばこのそもそもの販売価格

が上がっているからですね。吸われている方は多分減っていると思うの

で。その辺の状況はいかがですか。 

 

大井税務課長 ２年前に本数のカウント方法が変わりました。その分もありま

すし、電子のものもありますので、その関係で若干右肩上がりになって

おります。 

 

笹木慶之委員 ６５ページ、市たばこ税の関係で不納欠損額２５万１，９００

円が出ています。そのそばには収入未済額も出ているんだけど、どうで

しょうか。 
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大井税務課長 ２５万１，９００円は軽自動車税のものとなります。たばこ税

に係る不納欠損はありません。 

 

森山喜久副分科会長 全体的な部分になりますが、滞納繰越しは、昨年に比べ

てどのような状況なのかを説明してください。 

 

永谷税務課収納係長 金額でお伝えしますと、令和４年度決算値では、繰越し

た金額は約１億８００万円程度でございました。令和５年度滞納繰越額

は、先ほど言った不納欠損の関係もありまして、７，３７９万円程度に

なっております。 

 

森山喜久副分科会長 今の答弁は全部合わせて１億８００万円が７，３００万

円になったということですね。現年分はどんな感じですか。 

 

永谷税務課収納係長 では、現年分をお答えします。昨年度は３，５７８万円

程度繰り越しており、令和５年度は３，２００万円程度となっています

ので、こちらも少し少なくなっております。 

 

伊場勇分科会長 そのほかに質疑はありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)ない

ようであれば、審査番号⑥については終わります。それでは、職員入替

えのため、暫時休憩といたします。 

 

午後３時５５分 休憩 

 

午後４時２分 再開 

 

伊場勇分科会長 それでは、分科会を再開します。続きまして、審査番号⑦、

選挙管理委員会事務局分について決算資料１９４ページから審査を行い

ます。１９９ページまで全部行きましょう。 
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大井淳一朗委員 投票率を上げようということで、大型商業施設に投票所を設

けるなどをしておられます。もう何回かされていると思いますが、実施

したことによる評価というか、課題も含めてどのように分析されている

でしょうか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 おのだサンパーク、大規模商業施設での期日前

投票所は、前回の県議会議員選挙と前々回の参議院議員選挙で行ってお

ります。前回の県議会議員選挙におきましては、実績としてはサンパー

クで５４９人がサンパークで期日前投票をしておられます。年齢別の内

訳を見たところ、意外にも主に若い人が行っているわけではありません

でした。２０歳から２９歳までの方は５１人で、６０歳から６９人まで

の方は１０１人で、７０歳以上が１２９人ですので、高齢の方に効果が

あったと分析しております。逆に言うと、若い方にはまだ認識されてい

ないというところがありますので、その辺りは今後の課題として取組を

進めていきたいと思っております。 

 

大井淳一朗委員 これは予算委員会でも言ったんですが、投票率向上と商業振

興を兼ねて、投票された方に投票済証を発行すると。大型商業施設に絞

るとそこだけのものになるので、敬老の協力店でセールをするように、

お店を登録した上で、投票済証を持って行けば何か割引などがあるとい

う、商業振興を兼ねた取組をすべきと思うんですが、いかがですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 投票済証に関しましては、山陽小野田市では今

のところ取組をしておりません。この理由につきましては、まず投票は

個人の自由意思によってなされるべきと公職選挙法にうたわれているた

めです。投票に行ったこと、行かなかったことによって、利益、不利益

を受けることがあってはならないということが、全国でも言われている

ところでございます。行ったこと、行かないことによって、利益誘導や

買収につながってしまうおそれもあるので、山陽小野田市では投票済証
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についての取組をしておりません。 

 

大井淳一朗委員 現時点での状況は分かりました。ただ、言われるとおりであ

れば、買収などの話になれば、全国的に投票済証を発行できないはずな

んですよ。発行しているということは違法ではないと思っております。

平成１７年度には同じようなことをやったんですが、そのときに何か買

収などはあったんですか。何か不利益があったんでしょうか。平成１７

年度にされているんですよ。これは市がやったわけじゃないかもしれな

いけども、御存じですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 その当時のことは存じ上げないですけれども、

昔、投票済証を発行したことがあるということは知っています。投票済

証に関しましては、投票に行くことに対しては、企業は時間の便宜を図

らなければいけないという規定がございまして、勤務時間中に投票に行

ったことを証明するために投票済証を発行したのがもともとの起源と聞

いております。それをまた違う方面で活用し始めたのが、商店街でのチ

ケット発券などにつながっていると認識しております。もともとの公職

選挙法で考えられていた取組とは違う方向に行っていると思いますので、

現在では投票済証の発行は控えているところでございます。 

 

大井淳一朗委員 現在では商業振興も兼ねた取組として注目されているわけで

す。他市でもやっているところもありますので、ぜひこういったことも

もう一度検討していただきたいと思っております。もう１点、１９７ペ

ージ、投票立会人の報酬です。投票立会人は各選挙場に２人ぐらい、主

に名士の方がされていらっしゃいます。高齢化でなかなかその人員が確

保できないという課題があるんですが、現時点では何とか確保できてい

るんでしょうか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 現時点では、投票所において立会人が確保でき

ないことはなかったと思います。 
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大井淳一朗委員 今後、なかなか見つからないことがあると思います。御存じ

のように、法改正によってオンラインで複数の投票場の立会いができる

んですが、御存じですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 島根県か鳥取県で始まったと聞いております。 

 

大井淳一朗委員 まだ試行的なのですが、本市でも今後立会人の確保が難しい

ところも出てくると思いますので、ぜひ検討していただきたいと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 この点については、まだ始まったばかりで検討

などは全く行っていない状況です。こういったことが始まったことは認

識しておりますので、今後の全国的な流れ等も見てみたいと思っており

ます。 

 

白井健一郎委員 実績報告書１３ページを見ています。まず選挙啓発から行き

ます。ポスターとか習字とか標語とかをなさっていて、また、投票率向

上検討委員会の開催が５回あり、アンケートも１回行っていると。次の

県議会議員選挙、これは令和５年４月９日ですから直接つながるかどう

か分かりませんけれども、投票率が３７．６３％と、非常に低いわけで

す。選挙啓発の運動が果たして功を奏しているのかどうかという点につ

いては、どのように感じているでしょうか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 昨年、選挙啓発を行いました。令和５年度に行

いました選挙啓発が、直接的に県議会議員選挙の投票率に結びついたか

と言われると、必ずしもそういうことではなかろうと思います。選挙啓

発につきましては、主に、ポスターとか習字とかは、小学生、中学生、

高校生が対象ですので、将来の投票率向上に向けた取組と思っておりま

す。それから、ここには挙がっておりませんが、選挙のときには横断幕
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を作成して掲示したり、看板を掲示したりしております。それについて

は直接的な投票率の向上に向けた取組と言えるんですけれども、県議会

議員選挙の投票率は御存じのように３７．６％で、上がってきてはいま

せん。そういうことを課題としてこれから先もしっかりと取り組んでい

かなければならないと認識しております。 

 

白井健一郎委員 投票率向上検討委員会が開かれています。具体的にどのよう

な委員が集まって、どのような検討がなされているのか、教えてくださ

い。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 投票率向上検討委員会は、令和５年１２月から

令和６年３月までに５回の委員会を開催しております。委員数は若者世

代の１２名で、メンバーは商工関係者２名、市内企業から３名、理科大

生が３名、市役所の若手職員が３名と教育委員会から１名となっていま

す。５回の委員会で検討を重ねていただいて、令和６年３月に報告書を

選挙管理委員会に提出をしていただきました。 

 

白井健一郎委員 今の点については、決して形式的なものではないということ

が確認できたと思います。実績報告書１３ページ、検察審査員候補者の

名簿をつくったということですけれども、山陽小野田市に検察庁はない

わけですけど、これは宇部市の検察審査会ですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 山口検察審査会の事務局に提出しております。 

 

白井健一郎委員 令和５年度に検察審査会を開かれましたか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 これは山陽小野田市で検察審査会を開くための

ものではなくて、検察審査会法では、各市町の選挙管理委員会は検察審

査会の委員名簿を作成して検察審査会事務局に届けなければならない旨

が定められておりますので、その法律に基づいて作成、調整しているも
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のでございます。 

 

白井健一郎委員 この４４人は山陽小野田市民だと思うんですけれども、実際

に検察審査会に入ったかどうかを説明してください。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 この４４人は、検察審査会の候補予定者でござ

います。山口検察審査会がこの中からさらに適任者といいますか、どう

いうふうにされるのか分かりませんけれども、審査会の審査員を指名す

るという流れだと思っております。 

 

白井健一郎委員 裁判員候補者についても山陽小野田市内に裁判所があるわけ

ではないので、分からないですか。７７名が名簿に載ったけれども、実

際に裁判員になられたかどうかは分からないということですね。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 そのとおりでございます。 

 

大井淳一朗委員 その選ばれ方は、無作為抽出ですか。 

 

渡邊選挙管理委員会事務局次長 選挙人から選ぶソフトが送られてくるので、

これをもって無作為抽出するようになります。 

 

岡山明委員 １３ページ、県議選の投票率は３７．６３％ということで、これ

は右肩下がりだと思うんですけど、数字自体は下がっていますか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 県議会議員選挙は４年に１回行われます。平成

２３年からの県議会議員選挙の数字で言いますと４６．０８％、４４．

１５％、４２．３５％、３７．６３％となっております。下がってきて

いると思います。 

 

岡山明委員 サンパークでの期日前投票ということで、ここに期日前投票の人



 111 

数とか割合とかが書いていないのでよく分からないんです。まず、サン

パークにした趣旨としては、期日前投票の投票率を上げようと。告示の

翌日から投票日の前日までずっとサンパークでの投票所は継続していま

すか、それとも、途中でやめていますか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 今回の県議選におきましては、告示日の週の土

曜日、日曜日、そして、選挙日の前の金曜日、土曜日の４日間で行って

おります。 

 

岡山明委員 来年には市長選挙、市議会議員選挙があります。投票率を上げる

ために、告示の翌日から投票日の前日まで１週間連続でサンパークでの

投票所を開設する形で行う考えはありますか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 そういった考え方はあるとは思いますが、コス

トもかかることでございますので、予算等々の関係も見ながら、どこで、

いつやるのが効果的なのかをよく考えて決めていきたいと思います。 

 

岡山明委員 今、コストの話がありました。サンパークの催場は結構高いです

ね。私は、阿知須のサンパークによく選挙で行くんですけど、入り口に

投票所があるんです。上からのぞけたら問題かもしれませんが、催場で

お金をかけてやるよりは、どこかに無料で開設すると。場所代がかから

ないところを選択することが今後必要不可欠だと思っているんですが、

それは考え方としてどうですか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 この件については、以前にも御提案を頂いたと

思っております。来年度の選挙、それから今回の衆議院選挙はあるかど

うか分かりませんけれども、次の選挙に向けて、場所はどこが適切なの

かということについて、事務局内でもいろいろと考えをめぐらしたり、

検討したりしているところではございます。ただ、先ほどおっしゃられ

たように、上からのぞいて見られるような場所ではいけませんし、それ
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から、周りに喧騒がないところが望ましいです。いろいろ課題がござい

ますので、そこら辺りをよくよく考えて、場所については選定していき

たいと思います。 

 

伊場勇分科会長 県議会議員選挙の投票率が３７．６３％というのは、県内で

も低いほうですよね。その辺は把握されていますか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 把握しております。 

 

伊場勇分科会長 令和５年度当初にこの投票率が出ました。恐らくワーストス

リーに入っているんじゃないですかね。危機感を持って、選挙に行くこ

との大切さとか、主権者教育とかをされたのかどうか。明るい選挙啓発

作品とか検討委員会とかの啓発活動については例年並みですか。特に例

年で変わったことをしたとか、そういうことはされていますか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 明るい選挙啓発活動の選挙作品の募集について

は、応募数は例年並みと思います。投票率向上検討委員会については、

昨年度補正していただいて、年度末に検討するために設置したものでご

ざいます。 

 

伊場勇分科会長 例年並みでそれ以上のことはしてないのかという質問です。

今、悪い率の値が出たわけですよね。それを所管する部署でしょう。そ

れでも例年並みのことしかしないということですか。 

 

梅野選挙管理委員会事務局選挙係長 例年と比べての違いは、２年前から明る

い選挙の作品を図書館で展示するようにしました。昨年は、その前の年

よりも多い作品数を展示させてもらっております。そして、啓発はがき

やアンケート２，０００通を市民の方にお送りさせていただいておりま

す。 
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伊場勇分科会長 それは令和４年度から新たに始めたことなんですかと聞いて

いるんです。 

 

梅野選挙管理委員会事務局選挙係長 そうなります。 

 

伊場勇分科会長 その結果がまた出てくると思います。来年にもまた選挙はあ

ります。ただ、そういったところはもっと危機感を持ってやっていただ

きたいと思います。動きがあまり見えてないし、もちろんその選挙に関

わる議員のところにも責任が少しあると思いますけれど、担当部署とし

て、もっと攻めの施策があってもいいと思うんです。あまり目立たない

ような取組しか見えていません。令和５年度は特にそういう印象を受け

ました。それに対しては何かありますか。 

 

舩林選挙管理委員会事務局長 投票率の低迷といいますか、低下に関しては非

常に危機感というか課題を感じているところではございます。今年度以

降、しっかり取組を進めたいと思います。 

 

伊場勇分科会長 そのほかに質疑はありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)歳入

については大丈夫ですか。(「なし」と呼ぶ者あり)続きまして、審査番

号⑧に行きます。出納室、監理室、監査委員事務局分です。まず、１４

８、１４９ページの会計管理費、出納室に関わる部分です。質疑はあり

ますか。(「なし」と呼ぶ者あり)続きまして１６６、１６７ページの監

理室が所管する部分について、質疑はありますか。 

 

岡山明委員 プロポーザルの件数は確認できませんか。これは各課によって違

いますか。 

 

泉本監理室長 プロポーザルにつきましては、発注される課で行っておられま

すので、把握しておりません。 
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伊場勇分科会長 入札について、令和５年度において１回で済まなかった、要

は入札ができなかった、辞退されたなどの状況は何件ぐらいあったんで

すか。 

 

泉本監理室長 入札で不調、不落札がございましたのが、工事、コンサル合計

で７件ございます。また、物品で３件ございます。 

 

伊場勇分科会長 全体で何件かも教えてください。 

 

泉本監理室長 全体の入札件数につきましては、工事、コンサル、物品を合わ

せまして２７４件ございました。 

 

伊場勇分科会長 そのほかはよろしいですか。(「なし」と呼ぶ者あり)それで

は、最後に監査委員事務局の関係、２００、２０１ページです。(「なし」

と呼ぶ者あり)審査番号⑧を終了いたします。それでは、質疑は出し切っ

たというところでございますが、今後の進め方について、御意見がある

方はいますか。 

 

森山喜久副分科会長 先日の特別支援教育支援員の問題点など、課題を抽出す

る必要があると思うので、改めて自由討議を行う場を設けていただきた

いと思います。 

 

伊場勇分科会長 今、自由討議の提案がございました。決算認定の質疑をする

中で令和７年度予算に向けて分科会の意向をぜひ伝えるべきだと思いま

す。それも踏まえて自由討議を行いたいと思いますが、量が多くござい

ますので、まだ整理できていないところがあるかと思いますので、少し

時間を取ってから、また分科会を開催したいと思います。 

 

白井健一郎委員 自由討議する際に取り上げる項目について、これはある程度

絞る必要があるわけです。事前に絞っておくのかどうかも検討してほし
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いです。 

 

伊場勇分科会長 一斉に出し合って話をすると、ばらばらになる可能性がある

かと思います。その辺の運用については正副会長に任せていただきたい

と思います。まず、自由討議に向けて進めていきたいと思っております。

貴重な御意見だと思います。自由討議をする時期については、調整して

またお知らせしたいと思います。本日の総務文教分科会については閉じ

させていただきます。 

 

午後４時 散会 

 

令和６年（2024 年）９月６日 

              

  一般会計予算決算常任委員会総務文教分科会長  伊 場   勇   

 


